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世界
遺産

［特集］

1972年に国際連合教育科学文化

機関（ユネスコ）総会で「世界遺産条

約」が採択されてから今年で40年
を迎えた。「世界遺産」は、本来、紛

争や開発から文化・自然遺産を保

護するための枠組みである一方、今

日の観光において強力なブランドと

なり、遺産保護と観光の関係をめぐ

って、多くの課題が山積している。本

号では、世界各地の事例から「世界

遺産」と観光の関係を考えてみたい。

WORLD 
HERITAGE
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近
年
、
国
内
外
で
「
世
界
遺
産
」
を
観
光
誘
致
に
結
び
つ
け
よ
う
と
す
る
動
き
が
見
ら
れ
る
。

だ
が
、
世
界
遺
産
に
な
れ
ば
本
当
に
観
光
客
が
押
し
寄
せ
る
の
か
。

国
際
的
な
議
論
と
検
証
を
通
し
て
、
世
界
遺
産
が
内
包
す
る
矛
盾
と
観
光
を
め
ぐ
る
問
題
を
考
え
る
。

文
・
写
真 

羽
生
冬
佳

世
界
遺
産
と
観
光

中尊寺金色堂（平泉―仏国土（浄土）を表す建築・庭園及び考古学的遺跡群―、2011年登録）

  

は
じ
め
に

2
0
1
1
年
の
G
W
明
け
に
も
た
ら
さ
れ
た
「
平

泉
の
世
界
遺
産
へ
の
登
録
、
ほ
ぼ
確
実
に
」
の
ニ
ュ
ー

ス
は
、
同
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
被

災
地
な
ら
び
に
日
本
全
国
に
と
っ
て
明
る
い
話
題
と

な
っ
た
。
実
際
に
は
同
年
６
月
、
パ
リ
で
開
催
さ
れ

る
第
35
回
世
界
遺
産
委
員
会
に
て
登
録
の
決
定
を
み

る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
決
定
に
先
だ
ち
東
北
地
方
は

大
い
に
世
界
遺
産
に
期
待
を
寄
せ
盛
り
上
が
り
を
見

せ
た
。
実
際
に
、
G
W
期
間
中
の
平
泉
の
観
光
客

数
が
前
年
と
比
較
し
て
８
割
減
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

先
の
登
録
内
定
の
ニ
ュ
ー
ス
が
も
た
ら
さ
れ
た
後
に

は
、
急
速
に
そ
の
効
果
が
現
れ
観
光
客
の
足
が
戻
り

始
め
た
様
子
が
伝
わ
っ
て
い
る
。県
の
発
表
に
よ
れ
ば
、

平
泉
町
へ
の
観
光
客
数
は
６
月
に
は
前
年
の
９
割
程

度
、
７
月
以
降
は
前
年
を
上
回
る
。
ま
た
、
岩
手
県

全
体
に
も
波
及
し
、
６
月
以
降
の
観
光
客
数
は
前
年

の
８
〜
９
割
程
度
に
回
復
し
て
い
る
（
図
1
）。

こ
う
し
た
被
災
地
の
状
況
を
見
る
ま
で
も
な
く
、

「
世
界
遺
産
」
に
か
け
る
地
域
の
期
待
は
大
き
い
。
現

在
は
や
や
下
火
に
な
っ
た
も
の
の
、
以
前
は
「
わ
が

地
域
に
も
世
界
遺
産
を
」
と
の
運
動
は
日
本
各
地
で

み
ら
れ
た
。
ま
た
、
世
界
に
目
を
転
じ
て
も
「
わ
が

国
に
世
界
遺
産
を
」
と
の
動
き
は
、
一
種
政
治
的
な

様
相
を
呈
し
て
き
て
い
る
。
そ
の
裏
に
は
、「
世
界
遺

産
に
な
れ
ば
地
名
度
が
高
ま
り
、
観
光
客
が
増
加
す
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（登録内定）

世界遺産
登録決定

図１）平泉町の月別観光客数

図2）世界遺産登録数の推移

ユネスコの救済キャンペーンによって移築されたアブ・シンベル神殿
（アブ・シンベルからフィラエまでのヌビア遺跡群、1979年登録） Ⓒ「地球の歩き方」エジプト編提供

る
」
と
の
思
惑
が
あ
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

「
世
界
遺
産
」
と
「
観
光
」
と
は
結
び
つ
け
ら
れ
て

語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
も
そ
も
世
界
遺
産
と

は
「
権
威
付
け
ら
れ
た
観
光
地
」
で
も
「
○
○
巡

り
の
対
象
地
」
で
も
な
い
。
最
近
で
は
新
聞
紙
上
や

ニ
ュ
ー
ス
解
説
な
ど
で
も
こ
の
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
は
い
る
が
、「
見
る
価
値
の
あ
る

『
す
ご
い
も
の
』
な
ん
で
し
ょ
」
と
い
う
漠
然
と
し
た

認
識
が
ま
だ
ま
だ
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

本
稿
で
は
世
界
遺
産
の
制
度
を
概
説
し
、
少
し
で

も
理
解
を
し
て
い
た
だ
い
た
上
で
、
世
界
遺
産
と
観

光
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
。

「
世
界
遺
産
」
と
は
？

世
界
遺
産
と
は
、1
9
7
2
年
に
ユ
ネ
ス
コ（
U
N
E

S
C
O
国
連
教
育
科
学
文
化
機
関
）
で
採
択
さ
れ
た
「
世

界
の
文
化
遺
産
及
び
自
然
遺
産
の
保
護
に
関
す
る

条
約
」
に
規
定
さ
れ
て
い
る
「
世
界
遺
産
リ
ス
ト

（W
orld H

eritage List

）」
に
記
載
さ
れ
た
自
然
遺
産

お
よ
び
文
化
遺
産
の
こ
と
で
あ
る
。
2
0
1
2
年
現

在
、
9
6
2
件
の
遺
産
が
登
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

数
は
年
々
増
え
て
い
る
（
図
2
）。

歴
史
的
な
流
れ
と
し
て
は
、
著
名
な
ア
ブ
・
シ
ン

ベ
ル
神
殿
の
移
設
に
代
表
さ
れ
る
エ
ジ
プ
ト
・
ヌ
ビ

ア
遺
跡
救
済
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
成
功
や
、
そ
れ
に
続

く
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
・
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
（
イ
タ
リ
ア
）
の

大
洪
水
被
害
か
ら
の
美
術
品
救
済
、
あ
る
い
は
ボ
ロ

ブ
ド
ゥ
ー
ル
仏
教
遺
跡
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
等
で
の
遺

跡
救
済
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
条
約
成
立
の
き
っ
か
け
と

な
っ
て
い
る
。
1
9
6
0
〜
70
年
代
に
展
開
さ
れ

た
こ
れ
ら
の
事
業
は
、
自
国
で
の
遺
跡
の
救
済
や
修

復
が
困
難
な
こ
と
か
ら
、
ユ
ネ
ス
コ
に
国
際
的
な
援

助
要
請
が
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ユ
ネ
ス
コ
の
正

規
予
算
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
個
別
の
案
件
に
対

す
る
各
国
や
民
間
か
ら
の
拠
出
金
に
よ
っ
て
賄
わ
れ

る
、
い
わ
ば
「
例
外
的
」
な
事
業
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
こ
れ
ら
救
済
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
の
成
功
を
み
た

各
国
か
ら
は
自
国
の
遺
跡
に
対
す
る
支
援
要
請
が
増

加
す
る
。
ユ
ネ
ス
コ
は
次
第
に
遺
跡
の
救
済
や
修
復

の
事
業
を
正
規
の
文
化
活
動
の
一
部
と
す
る
と
と
も

に
、
世
界
の
文
化
遺
産
を
選
択
し
て
保
護
・
保
存
す

る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
に
取
り
組
み
始
め
た
。
同
じ
頃
、

ア
メ
リ
カ
や
I
U
C
N
（
国
際
自
然
保
護
連
合
）
を
中

心
と
し
て
、
自
然
と
文
化
双
方
を
含
め
た
「
世
界
遺

産
ト
ラ
ス
ト
」
の
草
案
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。

双
方
の
条
約
が
重
複
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
最
終
的

に
は
ユ
ネ
ス
コ
に
お
い
て
文
化
遺
産
お
よ
び
自
然
遺

産
を
統
合
し
た
条
約
が
1
9
7
2
年
に
成
立
を
み
た

の
で
あ
る
。

同
条
約
で
は
、
世
界
遺
産
の
保
護
は
国
際
社
会
全

体
が
協
力
し
て
行
う
べ
き
義
務
で
あ
る
と
さ
れ
、「
顕

著
で
普
遍
的
な
価
値
（
O
U
V
：O

utstanding U
ni

versal Value

）」
を
有
す
る
遺
産
が
リ
ス
ト
に
登
録
さ

れ
る
。
ま
た
、
各
国
は
自
国
内
に
存
在
す
る
遺
産
を

「
認
定
し
、
保
護
し
、
保
存
し
、
整
備
活
用
し
、
き
た

る
べ
き
世
代
へ
伝
承
す
る
こ
と
」
が
義
務
と
し
て
課

せ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
世
界
遺
産
リ
ス
ト
は
、
世

界
が
協
力
し
て
守
る
べ
き
遺
産
の
準
備
リ
ス
ト
と
も

言
え
る
。
リ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
た
遺
産
が
危
機
に
瀕

し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
、
別
途
「
危
機
に
さ

ら
さ
れ
て
い
る
世
界
遺
産
リ
ス
ト（
危
機
遺
産
リ
ス
ト
）」

（
表
1
）
と
し
て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
保
有
国
に
対

し
て
保
護
の
た
め
の
対
策
を
取
る
こ
と
が
要
請
さ
れ

る
と
供
に
、
必
要
で
あ
れ
ば
国
際
的
な
支
援
が
実
施

さ
れ
る
。

世
界
遺
産
リ
ス
ト
、
お
よ
び
危
機
遺
産
リ
ス
ト
は

毎
年
開
催
さ
れ
る
世
界
遺
産
委
員
会
に
お
い
て
更

新
さ
れ
る
。
世
界
遺
産
リ
ス
ト
は
前
述
の
通
り
増
加

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
が
、
危
機
遺
産
リ
ス
ト
は

保
護
の
措
置
が
十
分
に
な
さ
れ
た
場
合
、
危
機
状
況

か
ら
脱
し
た
も
の
と
し
て
リ
ス
ト
か
ら
削
除
さ
れ
る
。

2
0
1
2
年
現
在
、
表
１
に
示
す
38
件
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
過
去
最
高
の
件
数
で
あ
る
。
大
規

模
な
再
開
発
計
画
が
持
ち
上
が
っ
て
い
る
イ
ギ
リ
ス

の
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
海
商
都
市
（
2
0
0
4
年
登
録
）、
な
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出典：日本ユネスコ協会連盟　世界遺産活動HP　http://www.unesco.or.jp/isan

表1）危機遺産リスト（2012年７月現在）

世界遺産名（C: 文化遺産 N: 自然遺産） 国名 世界遺産
リスト登録年

危機遺産
登録年

エルサレム旧市街とその城壁群（C） エルサレム (ヨルダン・ハシェミット王国によ
る申請遺産 ) 1981 1982

チャン・チャン遺跡地帯（C） ペルー共和国 1986 1986

ニンバ山厳正自然保護区（N） コートジボワール共和国及びギニア共和国 1981,1982 1992

アイールとテネレの自然保護区群（N） ニジェール共和国 1991 1992

ヴィルンガ国立公園（N） コンゴ民主共和国 1979 1994

シミエン国立公園（N） エチオピア連邦民主共和国 1978 1996

ガランバ国立公園（N） コンゴ民主共和国 1980 1996

カフジ‐ビエガ国立公園（N） コンゴ民主共和国 1980 1997

オカピ野生生物保護区（N） コンゴ民主共和国 1996 1997

マノヴォ-グンダ・サン・
フローリス国立公園（N）

中央アフリカ共和国 1988 1997

サロンガ国立公園（N） コンゴ民主共和国 1984 1999

古都ザビード（C） イエメン共和国 1993 2000

アブ・メナ（C） エジプト・アラブ共和国 1979 2001

ジャムのミナレットと考古遺跡群（C） アフガニスタン・イスラム共和国 2002 2002

バーミヤン渓谷の文化的景観と
古代遺跡群（C）

アフガニスタン・イスラム共和国 2003 2003

アッシュール（カラット・シェルカット） （C） イラク共和国 2003 2003

コモエ国立公園（N） コートジボワール共和国 1983 2003

バムとその文化的景観（C） イラン・イスラム共和国 2004,2007 2004

キルワ・キシワニとソンゴ・
ムナラの遺跡群（C）

タンザニア連合共和国 1981 2004

ハンバーストーンとサンタ・
ラウラ硝石工場群（C）

チリ共和国 2005 2005

コロとその港（C） ベネズエラ・ボリバル共和国 1993 2005

コソヴォの中世建造物群 セルビア共和国 (※) 2004,2006 2006

都市遺跡サーマッラー（C） イラク共和国 2007 2007

ニオコロ-コバ国立公園（N） セネガル共和国 1981 2007

ムツヘタの文化財群（C） グルジア 1994 2009

ロス・カティオス国立公園（N） コロンビア共和国 1994 2009

ベリーズのバリア・リーフ保護区（N） ベリーズ 1996 2009

エヴァグレーズ国立公園（C） アメリカ合衆国 1979 2010

カスビのブガンダ王国歴代国王の墓（C） ウガンダ共和国 2001 2010

バグラティ大聖堂とゲラティ修道院（C） グルジア 1994 2010

アツィナナナの雨林群（N） マダガスカル共和国 2007 2010

スマトラの熱帯雨林遺産 インドネシア共和国 2004 2011

リオ・プラタノ生物圏保護区 ホンジェラス共和国 1982 2011

パナマのカリブ海沿岸の要塞群：
ポルトベロとサン･ロレンソ（C）

パナマ共和国 1980 2012

トンブクトゥ（C） マリ共和国 1988 2012

アスキア墳墓（C） マリ共和国 2004 2012

リヴァプール－海商都市（C） 英国 2004 2012

ら
び
に
武
力
紛
争
が
激
化
し
遺
産
の
破
壊
が
実
際
に

起
こ
っ
て
い
る
マ
リ
の
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
（
1
9
8
8
年

登
録
）、
ア
ス
キ
ア
墳
墓
（
2
0
0
4
年
登
録
）
の
2
つ

の
遺
産
が
新
た
に
危
機
遺
産
と
し
て
登
録
さ
れ
た
こ

と
が
大
き
く
報
道
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
世
界
遺
産
条
約
の
原
点
に
立
ち
返

れ
ば
、「
世
界
遺
産
＝
リ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
遺

産
」
の
み
が
も
て
は
や
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
リ
ス
ト

へ
の
遺
産
の
登
録
を
目
的
と
す
る
こ
と
は
、
本
来
の

主
旨
か
ら
ず
れ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
現
在
、

途
方
も
な
い
数
が
世
界
遺
産
リ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
遺
産
の
保
全
状
況
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
業
務
が
十
分
行
え
な
く
な
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、件
数
が
増
え
す
ぎ
る
こ
と
で「
世

界
遺
産
の
価
値
が
相
対
的
に
下
が
る
」
と
い
う
指
摘

も
一
部
み
ら
れ
る
。
既
に
世
界
遺
産
委
員
会
は
遺
産

の
登
録
申
請
に
一
定
の
制
限
を
設
け
、
で
き
る
だ
け

増
加
の
ス
ピ
ー
ド
を
緩
和
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。

ま
た
、
す
で
に
多
く
の
遺
産
を
有
し
て
お
り
、
遺

産
の
調
査
や
推
薦
書
作
成
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
長
け
て
い

る
国
と
、
近
年
条
約
に
加
盟
し
、
調
査
や
推
薦
書
作

成
に
あ
た
っ
て
予
算
も
ノ
ウ
ハ
ウ
も
不
足
し
て
い
る

国
と
の
間
で
登
録
件
数
の
格
差
が
生
じ
て
い
る
。
地

域
別
に
み
る
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
北
米
諸
国
に
全
体
の

約
半
数
の
遺
産
が
集
中
し
て
お
り
（
図
3
）、
上
位
20

位
ま
で
の
国
々
の
保
有
数
が
全
体
の
半
数
を
超
え
て

い
る
（
2
0
1
2
年
現
在
、
日
本
は
16
件
で
14
位
）。
ま
た
、

条
約
加
盟
国
1
8
9
ヵ
国
の
う
ち
、
世
界
遺
産
を
保

有
し
て
い
な
い
国
は
32
ヵ
国
に
の
ぼ
り
、
自
国
の
遺

産
の
登
録
を
切
望
し
て
い
る
。

さ
ら
に
遺
産
の
内
訳
を
み
る
と
、
文
化
遺
産
が

全
体
の
４
分
の
３
を
占
め
て
お
り
（
図
4
）、
特
に
種

別
と
し
て
都
市
関
連
や
キ
リ
ス
ト
教
関
連
遺
産
に

偏
り
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
長
ら
く
課
題
視
さ
れ
て
い

る
。
前
述
の
地
理
的
な
偏
り
と
と
も
に
世
界
遺
産
が

「
西
洋
中
心
主
義
」
で
あ
る
と
の
批
判
が
高
い
。
こ
う

アフリカ諸国
アラブ諸国
アジア太平洋
欧州・北米
中南米

図3）世界遺産登録数の
 地域別比率

9%

8%

22%

48%

13%

文化遺産
自然遺産
複合遺産

図4）世界遺産登録数の
 種類別比率

3%

77%

20%

出典：世界遺産センターHP
http://whc.unesco.org/en/list
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し
た
地
理
的
・
テ
ー
マ
的
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
解
消
し

リ
ス
ト
の
信
頼
性
を
高
め
る
べ
く
、
世
界
遺
産
委
員

会
は
1
9
9
4
年
に
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー

を
採
用
し
、
文
化
的
景
観
、
産
業
遺
産
、
近
代
建
築
、

文
化
的
ル
ー
ト
と
い
っ
た
新
た
な
概
念
を
取
り
入
れ

る
こ
と
で
遺
産
の
多
様
性
を
高
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

わ
が
国
に
お
い
て
も
、
2
0
0
4
年
登
録
の
熊
野
古

道
や
2
0
0
7
年
登
録
の
石
見
銀
山
は
「
文
化
的
景

観
」
と
し
て
の
評
価
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
初
期

に
登
録
さ
れ
た
姫
路
城
や
法
隆
寺
が
「
最
古
の
木
造

建
築
物
」「
日
本
独
特
の
城
郭
建
築
の
最
盛
期
の
建

築
」
と
い
っ
た
分
か
り
や
す
い
価
値
で
評
価
さ
れ
て

い
た
の
に
対
し
て
、
熊
野
古
道
や
石
見
銀
山
は
そ
の

文
化
的
背
景
を
踏
ま
え
な
け
れ
ば
価
値
が
理
解
し
に

く
い
が
、背
景
に
は
こ
う
し
た
国
際
的
な
動
き
が
あ
る
。

世
界
遺
産
と
観
光
を
め
ぐ
る

国
際
的
な
議
論

次
に
、
本
題
で
あ
る
「
世
界
遺
産
」
と
「
観
光
」

と
の
関
係
に
つ
い
て
の
国
際
的
な
議
論
を
述
べ
て
い

き
た
い
。

世
界
遺
産
条
約
の
条
文
の
中
で
唯
一
「
観
光
」
の

文
字
が
み
ら
れ
る
の
は
、「
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る

遺
産
」
に
関
す
る
条
項
に
お
い
て
で
あ
る
。
危
機
の

一
例
と
し
て
「
急
速
に
進
む
損
壊
」「
武
力
紛
争
の
発

生
」「
大
規
模
な
災
害
」
な
ど
と
並
ん
で
「
急
激
な

都
市
開
発
事
業
も
し
く
は
観
光
開
発
事
業
に
起
因
す

る
減
失
の
危
険
」
と
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
み
で
、
条

約
上
は
ほ
と
ん
ど
意
識
さ
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
か
つ
て
は
遺
産
の
保
護
と
観
光
を
積
極

的
に
結
び
つ
け
よ
う
と
す
る
考
え
方
も
あ
っ
た
。
前

述
の
ヌ
ビ
ア
遺
跡
や
ボ
ロ
ブ
ド
ゥ
ー
ル
遺
跡
の
救
済

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
展
開
さ
れ
て
い
た
60
年
代
、
遺
産

を
一
般
に
広
く
公
開
す
る
こ
と
を
文
化
的
活
動
の
一

部
と
位
置
づ
け
、
さ
ら
に
は
観
光
を
通
じ
て
経
済
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
が
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

背
景
に
は
、
国
連
が
1
9
6
7
年
に
「
国
際
観
光
年
」

に
指
定
す
る
な
ど
国
際
観
光
が
飛
躍
的
に
発
展
し
た

こ
と
が
あ
る
。
開
発
計
画
の
中
で
観
光
が
高
い
地
位

を
与
え
ら
れ
る
と
と
も
に
、
観
光
資
源
と
し
て
の
遺

産
の
重
要
性
が
高
ま
っ
た
。
観
光
を
通
じ
て
遺
産
保

護
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
そ
の
た
め
の
資
金
を
調

達
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
さ
ら
に
は
国
連
が
有

す
る
種
々
の
「
経
済
発
展
の
た
め
の
」
援
助
資
金
の

対
象
と
な
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
そ
れ
ま
で
の
ユ

ネ
ス
コ
が
指
向
し
て
い
な
か
っ
た
特
定
地
域
へ
の
直

接
的
な
関
与
が
実
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
急
激
な
観
光
客
の
増
加
は
一
転
し
て
遺

産
に
と
っ
て
「
脅
威
」
と
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

観
光
と
い
う
、
受
け
入
れ
地
側
、
観
光
客
側
の
両
サ

左：姫路城（1993年登録）。日本特有の城郭建築で現存する最大のもの　右：熊野参詣道・中辺路（紀伊山地の霊場と参詣道、2004
年登録）。遺産を構成する資産の一つであるが、一見では遺産としての価値は伝わりにくい

上：インド・アジャンタ石窟群（1983年）。第１窟は石窟内の劣化を防ぐために、
石窟内に同時に入る観光客の数が制限されている　中：小笠原諸島（2011年登
録）。森林生態系保護地域に入る際に、服と靴についた種子などを除去するため
の装置が設置されている　下：メキシコ・チチェン・イツァ遺跡（1988年登録）の
近くのレストランで披露されるマヤの伝統的な踊り

イ
ド
と
も
様
々
な
人
々
が
関
与
す
る
事
象
は
、
遺
産

の
管
理
と
い
う
立
場
の
予
想
を
は
る
か
に
上
回
る
急

激
か
つ
大
規
模
な
動
き
で
あ
り
、
ま
た
、
遺
産
そ
の

も
の
だ
け
で
な
く
周
辺
地
域
の
状
況
や
観
光
客
が
発

生
す
る
市
場
と
の
関
わ
り
が
深
い
と
い
う
複
雑
な
構

造
を
も
つ
た
め
で
あ
る
。

観
光
客
の
来
訪
に
よ
っ
て
、
例
え
ば
植
物
の
踏
み

荒
ら
し
や
外
来
種
の
持
ち
込
み
、
壁
画
等
の
劣
化
、

心
な
い
行
為
に
よ
る
深
刻
な
ダ
メ
ー
ジ
と
い
っ
た
こ

と
が
問
題
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
遺
産
周
辺
で
行
わ

れ
る
大
規
模
な
観
光
開
発
が
環
境
を
悪
化
さ
せ
、
さ

ら
に
は
観
光
客
と
の
接
触
に
よ
っ
て
伝
統
的
な
文
化

が
変
容
し
、
地
域
社
会
が
急
激
に
変
化
す
る
こ
と
が

問
題
と
し
て
浮
上
し
た
。
70
年
代
半
ば
に
は
、
ユ
ネ

ス
コ
総
会
で
過
度
の
観
光
開
発
に
よ
っ
て
地
域
社
会

が
育
ん
で
き
た
価
値
観
が
影
響
を
受
け
る
と
い
う
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
。
以
降
、
観
光
と
遺
産
保
護
を
積

極
的
に
結
び
つ
け
る
の
で
は
な
く
、
地
域
の
住
民
が

遺
産
の
保
護
と
公
開
に
関
心
を
持
ち
な
が
ら
事
業
に

参
加
す
る
こ
と
で
、
適
正
な
規
模
の
開
発
を
行
う
べ

き
と
の
考
え
方
に
移
行
し
て
い
く
。
現
在
で
は
、
遺

産
の
保
護
の
た
め
に
地
域
社
会
の
関
与
が
重
要
で
あ

る
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
観
光
産
業
を
上
手
に
活
用
す
る
こ
と
で

地
域
の
社
会
や
経
済
の
発
展
を
促
し
、
遺
産
へ
の
理

解
を
求
め
、
保
護
へ
と
結
び
つ
け
て
い
く
べ
き
と
の

考
え
方
に
至
っ
て
い
る
。
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図5）世界遺産登録地域の観光入り込み客数の推移

1.法隆寺

3.京都市

2.姫路城

世
界
遺
産
地
域
に
お
け
る

観
光
客
数
の
増
減

前
項
ま
で
の
議
論
は
、
実
は
世
界
遺
産
に
な
れ
ば

無
条
件
で
観
光
客
が
押
し
寄
せ
る
だ
ろ
う
と
の
前
提

に
た
っ
て
い
る
。
実
際
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
国
内

に
限
ら
れ
る
が
、
具
体
的
な
デ
ー
タ
で
見
て
み
た
い
。

図
５
は
、
主
要
な
世
界
遺
産
地
域
の
観
光
入
り

込
み
客
数
の
推
移
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、

観
光
入
込
み
客
数
を
把
握
す
る
上
で
は
市
町
村
等
が

発
表
す
る
観
光
統
計
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、
わ

が
国
の
世
界
遺
産
は
「
単
体
の
施
設
」
と
し
て
運

営
さ
れ
人
の
出
入
り
を
把
握
し
や
す
い
も
の
（
姫
路

城
、
法
隆
寺
な
ど
）
や
、
複
数
の
施
設
の
集
合
（
奈

良
、
京
都
、
琉
球
王
国
の
グ
ス
ク
）、
あ
る
い
は
エ
リ

ア
で
指
定
さ
れ
人
の
出
入
り
を
把
握
す
る
の
が
困
難

な
も
の
（
白
川
郷・
五
箇
山
、屋
久
島
、白
神
山
地
）
と
様
々

な
形
態
が
存
在
し
て
お
り
、
単
純
に
地
域
間
比
較
が

で
き
な
い
こ
と
を
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
図
か
ら
は
、
白
川
村
、
屋
久
島
な
ど
は

登
録
以
降
確
か
に
観
光
客
数
が
増
加
し
て
い
る
様
子

が
う
か
が
え
る
が
、
そ
の
他
の
地
域
は
登
録
直
後
に

や
や
増
加
し
た
も
の
の
、
以
降
は
横
ば
い
の
状
況
で

あ
っ
た
り
（
姫
路
城
、
日
光
、
五
箇
山
）、
あ
る
い
は
減

少
に
転
じ
て
い
る
（
法
隆
寺
、
厳
島
神
社
、
知
床
）。
白

川
郷
や
石
見
銀
山
の
観
光
客
急
増
の
様
子
は
マ
ス

コ
ミ
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
れ

ぞ
れ
を
細
か
く
見
て
み
る
と
、
白
川
村
の
入
り
込

み
は
上
昇

－

停
滞
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
最
近
で
は

2
0
0
8
年
に
1
8
0
万
人
を
超
え
る
急
増
を
み
せ

て
い
る
が
、
こ
の
増
加
は
東
海
北
陸
自
動
車
道
路
の

飛
騨
清
見
I
C

－

白
川
郷
I
C
が
開
通
し
た
こ
と
に

よ
り
東
海
地
方
と
北
陸
地
方
と
を
結
ぶ
縦
断
道
が
全

通
し
た
こ
と
に
よ
る
影
響
が
大
き
い
。
03
年
に
ほ
ぼ

頭
打
ち
を
し
た
よ
う
に
見
え
た
こ
と
か
ら
、当
時
「
世

界
遺
産
の
賞
味
期
限
は
10
年
」
と
の
見
方
も
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
石
見
銀
山
に
つ
い
て
は
登
録
の
数
年
前

か
ら
微
増
傾
向
が
み
ら
れ
、
登
録
年
お
よ
び
翌
年
に

は
飛
躍
的
に
増
加
し
た
も
の
の
、
翌
々
年
の
09
年
に

は
急
激
に
減
少
に
転
じ
て
お
り
、
10
年
に
は
ほ
ぼ
登

録
前
の
水
準
に
戻
っ
て
い
る
。

以
上
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
実
態
と
し
て
は
一
概

に
「
世
界
遺
産
＝
観
光
客
が
増
え
る
」
と
い
う
単
純

な
構
図
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
一
時
的
に
増
加
し
た

と
し
て
も
そ
れ
は
一
過
性
の
も
の
で
あ
る
ケ
ー
ス
が

多
く
、
お
そ
ら
く
は
「
登
録
」
と
い
う
話
題
性
か
ら

マ
ス
コ
ミ
が
頻
繁
に
取
り
上
げ
た
り
、
あ
る
い
は
観

光
地
の
目
玉
と
し
て
派
手
な
宣
伝
が
行
わ
れ
る
と

い
っ
た
こ
と
が
、
人
々
の
耳
目
を
ひ
い
た
こ
と
の
結

果
と
考
え
ら
れ
る
。

観
光
客
数
の
増
減
に
は
多
様
な
要
素
が
影
響
し
て

お
り
、
短
期
的
に
変
動
す
る
。
そ
の
要
素
の
一
つ
と

し
て
「
世
界
遺
産
」
の
看
板
は
有
効
で
は
あ
る
も
の

の
、
決
し
て
十
分
で
は
な
い
。
観
光
客
は
遺
産
の
範

囲
の
中
だ
け
で
行
動
す
る
の
で
は
な
い
。
一
連
の
観

光
行
動
の
一
部
と
し
て
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
み
で
、

そ
の
前
後
に
は
自
宅
か
ら
遺
産
地
域
ま
で
の
移
動
や
、

宿
泊
、
飲
食
、
土
産
物
の
購
入
、
あ
る
い
は
別
の
場

所
を
訪
れ
た
り
、
様
々
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
行
っ

て
い
る
。
観
光
を
構
成
す
る
こ
れ
ら
一
つ
一
つ
の
要

素
が
、
観
光
地
の
誘
因
材
料
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
個
々
の
遺
産
は
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
条
件

を
有
し
、
観
光
的
な
整
備
の
段
階
も
様
々
で
あ
る
。

例
え
ば
、
大
観
光
地
で
あ
る
京
都
や
奈
良
に
お
い
て

い
く
つ
か
の
社
寺
や
遺
跡
が
世
界
遺
産
と
な
っ
て
も
、

そ
れ
ほ
ど
大
き
な
影
響
は
現
れ
な
い
。
一
方
、
小
規

模
な
受
け
入
れ
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
し
か
も
た
ず
、
そ

れ
ほ
ど
知
名
度
の
高
く
な
か
っ
た
地
域
が
、
世
界
遺

産
と
し
て
全
世
界
に
名
前
を
と
ど
ろ
か
す
こ
と
の
影

響
は
計
り
知
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
「
世
界
遺
産
」
の
登
録
を
観
光
を
通

じ
て
地
域
の
社
会
的
・
経
済
的
発
展
に
結
び
つ
け
る

た
め
に
は
、
遺
産
を
含
む
周
辺
地
域
の
「
観
光
的
条

件
」
を
見
極
め
、
そ
の
影
響
度
合
い
を
個
々
に
判
断

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
遺
産
の
性

出典：奈良県観光客動態調査報告書（奈良県）
斑鳩町統計書（斑鳩町）

出典：姫路市入込客数・姫路市観光アンケート調査報告（姫路市）

出典：京都市観光調査年報（京都市）
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図5）世界遺産登録地域の観光入り込み客数の推移

7.石見銀山 4.白川村・五箇山

9.知床 6.日光市

8.屋久島 5.厳島神社

出典：島根県観光動態調査（島根県） 出典：白川村 資料／富山県観光客入込数推計（富山県）

出典：種子屋久観光連絡協議会（鹿児島県） 出典：広島県入込観光客の動向（広島県）

＊斜里町・羅臼町の入込みの合計値
　出典：北海道観光入込客数調査報告書（北海道）

出典：栃木県観光客入込数・宿泊数推定調査結果（栃木県）
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格
も
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
中
、
ど
の
よ
う
に
観

光
的
に
活
か
し
て
い
く
か
を
一
連
の
観
光
行

動
の
中
に
位
置
づ
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
る
。

世
界
遺
産
が
内
包
す
る
矛
盾
と

保
護
と
観
光
活
用
と
の
バ
ラ
ン
ス

「
世
界
遺
産
」
は
世
界
中
に
広
く
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
今
や
、
ユ
ネ
ス
コ
で
も
っ
と
も

成
功
し
た
事
業
の
一
つ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ

の
認
知
度
の
高
ま
り
が
、
か
え
っ
て
そ
の
ブ
ラ

ン
ド
力
を
高
め
る
こ
と
と
な
り
、
本
来
の
「
世

界
遺
産
」
の
目
的
と
は
か
け
離
れ
て
〝
看
板
〞

と
し
て
一
人
歩
き
す
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
世
界
の
中
で
も
「
優
れ
た
」「
珍
し
い
」

も
の

―
そ
れ
は
人
々
に
魅
力
を
感
じ
さ
せ
、

訪
れ
た
い
と
い
う
欲
求
を
沸
き
立
て
る
も
の
と
受
け

止
め
ら
れ
る
。
ユ
ネ
ス
コ
が
わ
ざ
わ
ざ
そ
れ
を
リ
ス
ト

化
し
て
く
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
こ
と
に
の

み
着
目
し
て
世
界
遺
産
に
群
が
る
関
係
者
が
多
い
こ

と
も
事
実
で
あ
る
。

保
護
の
た
め
に
は
世
界
中
に
広
く
価
値
を
知
ら

し
め
た
い
、
し
か
し
有
名
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
管
理

者
の
意
図
し
な
い
行
動
を
す
る
人
々
が
感
心
を
持
ち
、

遺
産
に
危
機
を
及
ぼ
す
可
能
性
も
あ
る
。
世
界
遺
産

一
見
す
る
と
観
光
客
に
は
不
便
と
も
思
わ
れ
る
こ

れ
ら
の
対
策
は
、
未
だ
遺
産
へ
の
負
担
を
軽
減
す
る

と
い
う
視
点
が
強
く
、
観
光
客
の
満
足
を
高
め
よ
り

よ
い
観
光
行
動
に
結
び
つ
け
よ
う
と
す
る
観
点
が
不

足
し
て
い
る
感
は
否
め
な
い
。

観
光
を
遺
産
の
保
護
に
有
効
に
活
用
す
る
た
め
に

は
、
第
一
に
魅
力
的
な
観
光
地
と
し
て
長
ら
く
存
続
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
こ
と
が
地
域
の
社
会
的
・

経
済
的
な
発
展
が
「
遺
産
が
正
し
く
保
護
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
よ
る
も
の
」
で
あ
る
と
の
理
解
を
深
め
、
保

は
制
度
が
設
け
ら
れ
た
時
点
で
、
大
い
な
る
矛
盾
も

抱
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

観
光
と
保
護
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
い
く
た
め
に
、

現
段
階
で
は
遺
産
の
サ
イ
ト
に
お
い
て
以
下
の
よ
う

な
対
策
に
よ
り
観
光
客
の
行
動
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ

れ
て
い
る
。

❶
で
き
る
だ
け
遺
産
の
範
囲
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
に

駐
車
場
等
の
施
設
を
設
置
し
、
車
両
交
通
は
遺
産
の

護
の
体
制
へ
と
結
び
つ
く
。
こ
れ
は
、
観
光
活
用
と
保

護
の
い
ず
れ
か
に
偏
っ
た
形
で
は
成
立
し
得
な
い
。

条
約
が
成
立
し
て
40
周
年
と
な
る
2
0
1
2
年
に

は
、「
世
界
遺
産
と
持
続
可
能
な
開
発
：
地
域
社
会
の

役
割
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
世
界
各
地
で
様
々
な
記
念
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
持
続
可
能
な
開
発
の
中

で
観
光
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。
地
域
住
民
の
関

与
の
重
要
性
と
同
時
に
、
観
光
行
動
に
対
す
る
十
分

な
理
解
と
、
多
様
な
関
係
者
と
の
協
力
の
元
で
体
制

を
構
築
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

範
囲
か
ら
排
除
す
る
。
観
光
客
に
は
徒
歩
な
い
し
は

環
境
負
荷
の
低
い
公
共
交
通
を
利
用
し
て
遺
産
に
接

近
さ
せ
る
。

❷
遺
産
の
価
値
を
観
光
客
に
伝
え
る
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
機
能
を
強
化
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
施
設

や
ガ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
を
充
実
さ
せ
る
。

❸
同
時
に
サ
イ
ト
内
に
滞
在
す
る
人
数
や
時
間
の
制

限
を
設
け
る
。

❹
利
用
に
あ
た
っ
て
の
厳
密
な
ル
ー
ル
を
設
け
る
。

参考文献
ユネスコ世界遺産センターHP  http://whc.unesco.org/

河野靖（1995）、「文化遺産の保存と国際協力」、風響社

宗田好史（2006）、「世界遺産条約のめざすもの－ICOMOS（国際記
念物遺産会議）の議論から－」、環境社会学研究 （12）、pp. 5-22

稲葉信子（2004）、「ユネスコ世界遺産条約が目指すもの－運営の実
際と限界」、国際交流102、pp.49-55

上：中国・雲崗石窟（2001年登録）。石窟の周囲を大々的に開発、展示施設や
ホール、商業施設などを新たに設けるとともに、駐車場は離れたところに移設。
区域内の移動は電気カート（有料）か徒歩　下：石見銀山世界遺産センター。
400台の大規模駐車場とともに新設。大森地区を訪れる観光客は、ここで遺産
に対する理解を深める

小笠原でのホエール
ウォッチング の 自 主
ルール（父島に向かう
おがさわら丸船内に
掲示）

世界遺産のモニュメントの前での写真撮影（上:日光　山内への入り口、下:京都鹿苑
寺（金閣））



画家ラファエロの故郷として知られるイタリア中部のウルビー
ノは、世界文化遺産に登録された美しい小都市である。とこ
ろが、ルネサンス期が生み出した景観をめぐって論争が起こ
り、一時世界遺産登録取り消し騒動にまで発展した。その背
景には何があったのか。

イタリア・ウルビーノにおける
景観論争と文化遺産の
保全のあり方
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世
界
遺
産
の
宝
庫
イ
タ
リ
ア

イ
タ
リ
ア
は
世
界
遺
産
の
登
録
数
が
最
も
多
い
国

で
あ
り
、
2
0
1
2
年
現
在
、
文
化
遺
産
43
件
と
自

然
遺
産
3
件
が
U
N
E
S
C
O
（
国
際
連
合
教
育
科
学

文
化
機
関
）
に
よ
っ
て
登
録
さ
れ
て
い
る
。
イ
タ
リ
ア

の
全
て
の
都
市
で
は
旧
市
街
地
を
歴
史
的
地
区
と
し

て
保
護
し
て
い
る
た
め
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て

い
る
歴
史
的
地
区
は
ご
く
一
部
に
過
ぎ
ず
、
世
界
遺

産
の
候
補
は
無
数
に
存
在
し
て
い
る
と
も
言
え
る
。

イ
タ
リ
ア
の
歴
史
的
地
区
の
中
を
歩
い
て
目
の
当

た
り
に
す
る
風
景
は
、
都
市
の
物
語
そ
の
も
の
と

言
っ
て
も
よ
い
。
古
代
ロ
ー
マ
時
代
に
発
生
し
、
中

世
に
原
型
を
成
し
た
旧
市
街
地
＝
歴
史
的
地
区
は
、

い
ま
な
お
、
か
つ
て
の
佇
ま
い
を
保
ち
な
が
ら
、
陽



1 ドゥカーレ宮殿　2 ウルビーノの都市再生に携わったGiancarlo De Carlo（1919-2005）　3 1964年に作成された都市再生計画。Urbino la 
storia di una citta’e il piano di sua evoluzione urbanistica （ウルビーノ　ある都市の物語と都市計画的発展に関する計画）
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マ
ン
ス
ケ
ー
ル
の
街
並
み
は
今
で
も
健
在
で
あ
り
、

ド
ゥ
カ
ー
レ
宮
殿
に
代
表
さ
れ
る
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の

建
築
遺
産
が
現
存
す
る
ウ
ル
ビ
ー
ノ
の
歴
史
的
地
区

は
1
9
9
8
年
に
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。

ウ
ル
ビ
ー
ノ
は
、
イ
タ
リ
ア
国
内
で
は
早
い
時
期

か
ら
都
市
再
生
に
取
り
組
み
、
歴
史
的
地
区
の
保
護

に
着
手
し
た
都
市
の
一
つ
で
あ
る
。
第
二
次
大
戦
後

の
ウ
ル
ビ
ー
ノ
は
経
済
的
に
貧
し
く
疲
弊
し
た
地
方

都
市
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
元
来
、農
業
が
盛
ん
で
あ
っ

た
ウ
ル
ビ
ー
ノ
は
、
戦
後
イ
タ
リ
ア
の
「
奇
跡
の
経

済
成
長
」
の
中
で
取
り
残
さ
れ
、
人
々
は
生
計
を
立

て
る
こ
と
も
ま
ま
な
ら
ず
、
イ
タ
リ
ア
北
部
の
大
都

市
に
人
口
が
流
出
し
た
。
そ
し
て
、
人
口
の
減
少
は

歴
史
的
地
区
を
荒
廃
さ
せ
、
貴
重
な
文
化
遺
産
は
存

続
の
危
機
に
曝
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状

況
に
対
し
て
、
ウ
ル
ビ
ー
ノ
市
は
歴
史
的
地
区
を
保

全
す
る
た
め
に
、
1
9
6
0
年
代
か
ら
都
市
再
生
に

取
り
掛
か
っ
た
。
こ
の
都
市
再
生
計
画
を
主
導
し
た

の
が
既
に
1
9
5
0
年
代
に
ウ
ル
ビ
ー
ノ
大
学
校
舎

の
改
修
設
計
を
手
掛
け
て
い
た
建
築
家
ジ
ャ
ン
カ
ル

ロ
・
デ
カ
ル
ロ
で
あ
っ
た
。
デ
カ
ル
ロ
は
1
9
5
0

年
代
か
ら
そ
の
生
涯
を
閉
じ
た
2
0
0
5
年
ま
で
の

半
世
紀
に
渡
り
、
ウ
ル
ビ
ー
ノ
で
都
市
設
計
と
建
築

設
計
に
取
り
組
み
続
け
、
1
9
8
9
年
に
は
そ
の
功

績
が
認
め
ら
れ
、
ウ
ル
ビ
ー
ノ
名
誉
市
民
の
称
号
が

気
な
人
々
が
活
き
活
き
と
生
活
す
る
舞
台
で
あ
り
続

け
て
お
り
、
ゆ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
て
形
成
さ
れ

た
都
市
の
中
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
時
代
の
建
築
遺
産
が

共
存
し
て
い
る
。
イ
タ
リ
ア
都
市
の
面
白
さ
は
、
単

に
歴
史
的
な
建
築
遺
産
が
現
存
す
る
だ
け
で
な
く
、

建
築
遺
産
が
時
代
と
共
に
少
し
ず
つ
姿
を
変
え
な
が

ら
、
様
々
な
役
割
を
請
け
負
っ
て
き
た
様
子
が
う
か

が
わ
れ
る
点
に
あ
る
。
文
化
遺
産
を
各
時
代
の
人
々

の
生
活
に
活
か
そ
う
と
す
る
こ
の
よ
う
な
姿
勢
は
現

在
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
文
化
遺
産

を
人
々
の
生
活
に
活
か
す
こ
と
に
は
多
く
の
困
難
も

伴
う
。
こ
こ
で
は
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る

イ
タ
リ
ア
中
部
の
小
都
市
ウ
ル
ビ
ー
ノ
で
起
こ
っ
た

景
観
論
争
を
通
じ
て
、
生
活
者
に
と
っ
て
の
文
化
遺

産
の
意
味
、
そ
し
て
世
界
遺
産
と
い
う
シ
ス
テ
ム
の

課
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

ル
ネ
サ
ン
ス
の
理
想
都
市
ウ
ル
ビ
ー
ノ

イ
タ
リ
ア
中
部
の
小
都
市
ウ
ル
ビ
ー
ノ
の
名
は
日

本
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
画
家
ラ
フ
ァ

エ
ロ
を
知
る
人
は
多
い
に
違
い
な
い
。
ウ
ル
ビ
ー
ノ

は
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
故
郷
で
あ
り
、
モ
ン
テ
フ
ェ
ル
ト

ロ
侯
の
統
治
下
、
ル
ネ
サ
ン
ス
が
華
開
い
た
理
想

都
市
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
有
名
な
場
所
で
あ
る
。

中
世
以
来
の
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
ま
っ
た
ヒ
ュ
ー

贈
ら
れ
て
い
る
。

デ
カ
ル
ロ
は
、
1
9
6
4
年
に
ウ
ル
ビ
ー
ノ
の
都

市
再
生
を
目
的
と
す
る
計
画
を
策
定
し
た
が
、
そ
の

過
程
で
ウ
ル
ビ
ー
ノ
の
都
市
形
成
史
を
探
り
、
歴
史

的
地
区
内
の
す
べ
て
の
建
物
を
丹
念
に
調
査
し
、
歴

史
的
地
区
が
再
び
市
民
が
生
活
す
る
場
所
と
な
る
戦

略
を
示
し
た
。
こ
の
中
で
彼
は
歴
史
的
地
区
を
保
全

す
る
た
め
に
、
ウ
ル
ビ
ー
ノ
を
大
学
都
市
と
観
光
都

市
と
し
て
再
生
さ
せ
る
こ
と
を
構
想
し
た
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
歴
史
的
地
区
内
の
荒
廃
し
た
状
態
で
放
置

さ
れ
て
い
た
修
道
院
を
大
学
校
舎
と
し
て
蘇
ら
せ
る

こ
と
で
、
大
学
の
機
能
を
強
化
し
、
よ
り
多
く
の
学

生
の
受
け
入
れ
を
可
能
に
し
た
。
校
舎
内
に
は
市
民

も
利
用
で
き
る
空
間
を
配
置
し
、
大
学
校
舎
は
歴
史

的
地
区
内
に
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
都

市
の
居
住
性
を
向
上
さ
せ
た
。
そ
の
一
方
で
、
学
生

寮
を
歴
史
的
地
区
外
に
設
置
し
、
生
活
ス
タ
イ
ル
が

大
き
く
異
な
る
一
般
市
民
と
大
学
生
の
共
存
を
図
っ

た
。
現
在
、
ウ
ル
ビ
ー
ノ
大
学
に
は
ウ
ル
ビ
ー
ノ
市

の
人
口
の
2
倍
に
あ
た
る
3
0
0
0
0
人
の
学
生
が

登
録
し
て
い
る
。 

そ
し
て
、
観
光
客
を
招
き
入
れ
る
べ
く
、
バ
ス
・

タ
ー
ミ
ナ
ル
の
建
設
、
歴
史
的
地
区
の
歩
行
者
空
間

化
な
ど
、
都
市
交
通
の
問
題
に
も
着
手
し
た
。
さ
ら

に
、
イ
タ
リ
ア
有
数
の
リ
ゾ
ー
ト
地
で
あ
る
リ
ミ
ニ

1

2 3
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と
の
ア
ク
セ
ス
を
円
滑
に
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
土

か
ら
訪
れ
る
観
光
客
を
ウ
ル
ビ
ー
ノ
に
呼
び
込
も
う

と
す
る
壮
大
な
構
想
も
生
み
出
さ
れ
た
。
残
念
な
が

ら
、
こ
の
計
画
は
現
在
の
と
こ
ろ
、実
現
し
て
い
な
い
。

し
か
し
、
ウ
ル
ビ
ー
ノ
歴
史
的
地
区
を
訪
問
す
る
観

光
客
は
確
実
に
増
加
し
た
。
現
在
、
ル
ネ
サ
ン
ス
期

の
優
れ
た
文
化
遺
産
を
目
指
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
土

か
ら
ウ
ル
ビ
ー
ノ
に
た
く
さ
ん
の
観
光
客
が
訪
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
1
9
6
0
年
代
以
降
の
都
市

再
生
の
取
り
組
み
の
賜
物
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ウ
ル
ビ
ー
ノ
歴
史
的
地
区
で
は
、

再
開
発
事
業
に
よ
り
、
大
学
都
市
と
観
光
都
市
と
い

う
新
し
い
役
割
を
請
け
負
っ
た
こ
と
で
、
停
滞
し
て

い
た
経
済
活
動
が
再
始
動
し
た
。
そ
の
結
果
、
歴
史

的
地
区
の
居
住
性
能
は
高
ま
り
、
市
民
が
生
活
す
る

都
市
空
間
と
し
て
新
た
な
命
が
吹
き
込
ま
れ
た
。
デ

カ
ル
ロ
の
き
わ
め
て
明
快
な
論
理
を
持
っ
た
戦
略
に

よ
り
、
ウ
ル
ビ
ー
ノ
の
歴
史
的
地
区
は
保
全
さ
れ
た

と
い
え
よ
う
。
1
9
6
8
年
に
制
定
さ
れ
た
ウ
ル

ビ
ー
ノ
再
開
発
法
に
よ
り
、
財
政
的
根
拠
を
獲
得

し
、
1
9
6
4
年
の
計
画
で
構
想
さ
れ
た
再
開
発
事

業
は
次
々
に
着
手
さ
れ
、
歴
史
的
地
区
の
保
全
と
再

開
発
は
一
段
落
し
た
。
1
9
9
4
年
に
は
新
た
な
計

画
が
策
定
さ
れ
、
ウ
ル
ビ
ー
ノ
で
は
歴
史
的
地
区
の

周
囲
に
広
が
る
田
園
地
帯
の
景
観
保
全
に
も
取
り
組

み
始
め
た
。
こ
れ
ら
の
総
合
的
な
保
全
計
画
の
策
定

を
経
て
、
1
9
9
8
年
12
月
に
ウ
ル
ビ
ー
ノ
歴
史
的

地
区
は
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。
世
界
遺
産
登
録

後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
圏
内
か
ら
の
観
光
客
は
増
加
し
て

い
る
。
近
年
、マ
ル
ケ
州
政
府
観
光
局
が
日
本
語
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、
そ
の
中
で
ウ
ル
ビ
ー
ノ
が
紹

介
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
日
本
人
の
ウ
ル
ビ
ー
ノ
へ

の
関
心
も
高
ま
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

景
観
論
争
の
発
端

今
日
、
ウ
ル
ビ
ー
ノ
を
訪
れ
る
人
々
は
、
メ
ル
カ

タ
ー
レ
広
場
に
到
着
し
、
そ
こ
か
ら
ド
ゥ
カ
ー
レ
宮

殿
を
見
上
げ
て
、
ル
ネ
サ
ン
ス
期
が
生
み
出
し
た
建

築
遺
産
の
豪
華
さ
と
壮
麗
さ
に
驚
嘆
す
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
の
景
観
を
め
ぐ
り
、
1
9
9
9
年
か
ら

2
0
0
2
年
に
か
け
て
大
き
な
論
争
が
展
開
し
、
一

時
は
、
ウ
ル
ビ
ー
ノ
歴
史
的
地
区
の
世
界
遺
産
登
録

取
消
し
騒
動
に
ま
で
発
展
し
た
。

問
題
の
発
端
は
、
ド
ゥ
カ
ー
レ
宮
殿
の
足
元
に
位

置
し
、
メ
ル
カ
タ
ー
レ
広
場
に
面
し
て
建
つ
旧
厩
舎
の

再
利
用
計
画
で
あ
っ
た
。
こ
の
厩
舎
は
モ
ン
テ
フ
ェ
ル

ト
ロ
侯
が
ウ
ル
ビ
ー
ノ
を
統
治
し
て
い
た
1
4
9
0

年
に
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
デ
ィ
・
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
の
設
計

に
よ
り
建
設
さ
れ
た
。
か
つ
て
は
、
ら
せ
ん
状
の
斜

路
を
通
じ
て
ド
ゥ
カ
ー
レ
宮
殿
と
接
続
さ
れ
た
ド
ゥ

カ
ー
レ
宮
殿
と
一
体
的
な
建
築
物
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
終
焉
以
降
、
次
第
に
厩
舎
は
利
用

さ
れ
な
く
な
り
、
や
が
て
放
置
さ
れ
、
屋
根
が
崩
落

し
て
廃
墟
と
な
っ
た
。
19
世
紀
に
入
り
、
ウ
ル
ビ
ー
ノ

で
ル
ネ
サ
ン
ス
期
以
来
の
大
規
模
な
再
開
発
が
施
さ

れ
る
と
、
ド
ゥ
カ
ー
レ
宮
殿
の
足
元
に
ガ
リ
バ
ル
デ
ィ

通
り
が
敷
設
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
ド
ゥ
カ
ー
レ
宮
殿
と

旧
厩
舎
は
接
続
を
絶
た
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し
た

建
築
物
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
再
開
発

の
際
、
多
く
の
住
宅
が
取
り
壊
さ
れ
、
そ
の
ガ
レ
キ
が

旧
厩
舎
の
中
に
廃
棄
さ
れ
た
。
や
が
て
、
こ
の
場
所

に
は
木
々
が
鬱
蒼
と
茂
り
、「
豊
か
な
菜
園
（O

rto 

dell’Abbondanza

）」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ

の
厩
舎
の
存
在
は
ル
ネ
サ
ン
ス
期
に
描
か
れ
た
絵
画

が
伝
え
る
も
の
の
、
市
民
の
記
憶
か
ら
は
消
え
去
っ

て
し
ま
っ
た
。

前
述
の
よ
う
に
、
デ
カ
ル
ロ
は
、
1
9
6
4
年
の

都
市
再
生
の
た
め
の
計
画
を
策
定
す
る
過
程
で
、
歴

史
的
地
区
の
都
市
形
成
史
を
徹
底
的
に
調
査
し
た
。

歴
史
的
な
史
料
、
文
献
が
紐
解
か
れ
、
現
存
す
る

建
築
物
は
隈
な
く
詳
細
に
調
べ
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、

市
民
の
記
憶
か
ら
消
え
去
っ
た
ら
せ
ん
状
の
斜
路
と

旧
厩
舎
の
2
つ
の
空
間
が
発
見
さ
れ
た
の
だ
。
ド
ゥ

カ
ー
レ
宮
殿
の
足
元
に
位
置
す
る
こ
の
2
つ
の
空
間

は
都
市
再
生
の
プ
ラ
ン
に
組
み
入
れ
ら
れ
、
重
要
な

1 ウルビーノ歴史地区の街路　2 ウルビーノ歴史地区の広場　3 歴史的地区は学生たちの憩いの場にもなっている　4 利用されなくなった修道院
を改修したウルビーノ大学教育学部校舎　5 ウルビーノ大学経済学部校舎
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て
構
想
し
て
い
た
。
デ
カ
ル
ロ
に
と
っ
て
、「
都
市
観

測
所
」
は
、
近
代
社
会
の
到
来
と
実
現
を
祝
福
す
る

空
間
で
あ
り
、
近
代
的
な
建
築
技
術
に
よ
っ
て
実
現

さ
れ
る
べ
き
空
間
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
旧
厩
舎

は
、
鉄
と
ガ
ラ
ス
と
い
っ
た
近
代
的
な
材
料
と
技
術

を
駆
使
し
て
設
計
さ
れ
た
。
こ
こ
で
意
図
的
に
表
現

さ
れ
た
近
代
性
の
う
ち
、
最
も
特
徴
的
な
箇
所
は
新

た
に
架
け
ら
れ
た
、
波
型
に
湾
曲
し
た
屋
根
で
あ
っ

た
。
こ
の
屋
根
の
形
状
が
後
に
景
観
論
争
と
世
界
遺

産
の
登
録
取
り
消
し
騒
動
の
原
因
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。 世

界
遺
産
登
録
抹
消
の
危
機

1
9
9
9
年
、
順
調
に
進
め
ら
れ
て
き
た
旧
厩

舎
の
再
利
用
計
画
は
施
工
の
途
上
で
暗
礁
に
乗
り
上

げ
た
。
先
述
の
通
り
、
旧
厩
舎
は
ド
ゥ
カ
ー
レ
宮
殿

の
足
元
に
あ
り
、
一
体
的
な
景
観
を
構
成
し
て
い
る
。

ド
ゥ
カ
ー
レ
宮
殿
の
眺
望
は
ウ
ル
ビ
ー
ノ
歴
史
的
地

区
の
重
要
な
景
観
の
一
つ
で
あ
る
た
め
再
利
用
計
画

が
示
す
旧
厩
舎
の
波
型
の
屋
根
は
ド
ゥ
カ
ー
レ
宮
殿

の
眺
望
を
破
壊
す
る
と
批
判
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

旧
厩
舎
の
再
利
用
計
画
へ
の
批
判
は
、
ま
ず
イ

タ
リ
ア
国
内
の
歴
史
家
と
美
術
史
家
か
ら
発
せ
ら

れ
、
イ
ギ
リ
ス
の
美
術
界
が
追
随
し
た
。
2
0
0
0

年
に
は
、
イ
タ
リ
ア
の
代
表
的
な
美
術
雑
誌

Q
uadri e Sculture

が
、
旧
厩
舎
の
再
利
用
計
画
を

批
判
す
る
特
集
を
組
ん
だ
。
さ
ら
に
、
旧
厩
舎
の
再

利
用
計
画
を
阻
止
し
よ
う
と
、
イ
タ
リ
ア
国
内
の
環

境
保
護
N
G
O
が
U
N
E
S
C
O
に
対
し
て
ウ
ル

ビ
ー
ノ
歴
史
地
区
を
世
界
遺
産
登
録
リ
ス
ト
か
ら
取

消
す
よ
う
訴
え
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
設
計
者
で
あ

る
デ
カ
ル
ロ
、
ウ
ル
ビ
ー
ノ
市
長
は
設
計
案
通
り
の

施
工
が
妥
当
で
あ
る
と
主
張
し
、
大
半
の
ウ
ル
ビ
ー

ノ
市
民
が
そ
の
主
張
に
賛
同
し
た
。
そ
れ
は
過
去
の

建
築
遺
産
を
尊
重
し
つ
つ
、
新
し
い
建
築
文
化
を
育

ん
で
き
た
ウ
ル
ビ
ー
ノ
の
歴
史
を
重
視
し
た
い
と
い

う
願
望
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
デ
カ
ル
ロ

が
提
示
し
た
近
代
的
な
建
築
文
化
に
よ
る
旧
厩
舎
の

再
生
を
支
持
し
、
21
世
紀
の
ウ
ル
ビ
ー
ノ
の
景
観
を

歓
迎
し
た
の
だ
。

両
者
の
意
見
は
真
っ
向
か
ら
対
立
し
、
議
論
の
結

論
は
第
三
者
に
委
ね
ら
れ
た
。
U
N
E
S
C
O
の
外

郭
組
織
で
あ
る
I
C
O
M
O
S
（
国
際
記
念
物
遺
跡
会

議
）
は
事
態
を
重
く
受
け
止
め
て
、
専
門
家
委
員
会

を
立
ち
上
げ
た
。
同
委
員
会
は
施
工
段
階
に
あ
っ
た

旧
厩
舎
を
調
査
し
、
旧
厩
舎
の
設
計
案
は
ド
ゥ
カ
ー

レ
宮
殿
の
眺
望
を
乱
す
と
の
判
断
を
下
し
た
。
こ
の

結
果
を
受
け
て
、
記
念
物
の
修
復
工
事
に
つ
い
て
の

最
終
決
定
権
を
有
す
る
文
化
財
監
督
局
は
、
ウ
ル

ビ
ー
ノ
市
に
屋
根
の
形
状
の
設
計
変
更
を
要
請
し
た
。

再
開
発
事
業
の
対
象
と
な
っ
た
。
ら
せ
ん
状
の
斜
路

は
1
9
7
5
年
に
修
復
さ
れ
て
元
の
姿
を
取
り
戻
し
、

現
在
で
は
メ
ル
カ
タ
ー
レ
広
場
か
ら
歴
史
的
地
区
に

ア
ク
セ
ス
す
る
ゲ
ー
ト
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
厩

舎
の
あ
っ
た
空
間
は
、
再
開
発
事
業
で
屋
根
を
架
け

直
し
、
新
た
な
施
設
と
し
て
再
利
用
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
財
政
難
の
た
め
、
長
ら
く
施
工
さ
れ
ず
に

放
置
さ
れ
て
い
た
が
、
1
9
9
8
年
3
月
に
事
業
資

金
を
獲
得
し
、
イ
タ
リ
ア
国
内
法
に
則
り
、
文
化
財

監
督
局
に
よ
る
手
続
き
を
経
て
建
築
許
可
が
下
さ
れ

た
こ
と
で
、そ
の
再
利
用
計
画
が
始
ま
っ
た
。
そ
の
後
、

同
年
12
月
に
ウ
ル
ビ
ー
ノ
歴
史
的
地
区
は
世
界
遺
産

に
登
録
さ
れ
た
。

旧
厩
舎
の
再
利
用
計
画
は
、
先
述
し
た
建
築
家
デ

カ
ル
ロ
が
ウ
ル
ビ
ー
ノ
で
最
後
に
手
掛
け
た
再
開
発

事
業
で
あ
っ
た
。
再
生
後
の
旧
厩
舎
は
、
ウ
ル
ビ
ー

ノ
の
歴
史
が
記
録
さ
れ
た
史
料
や
文
献
を
収
蔵
す
る

図
書
館
、
展
示
ス
ペ
ー
ス
、
会
議
や
講
演
会
の
た
め

の
講
堂
、
市
民
や
学
生
が
立
ち
寄
る
カ
フ
ェ
な
ど
を

含
む
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
し
て
再
生
さ
れ
る
予

定
で
あ
っ
た
。
デ
カ
ル
ロ
は
、
こ
の
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
を
「
都
市
観
測
所
」
と
呼
び
、
ウ
ル
ビ
ー
ノ
に

住
む
老
若
男
女
が
集
い
、
自
ら
の
生
活
に
つ
い
て
考

え
、
ウ
ル
ビ
ー
ノ
と
そ
の
歴
史
的
地
区
が
抱
え
る
都

市
問
題
に
取
り
組
み
、
解
決
す
る
た
め
の
施
設
と
し

1 旧厩舎の内部。現在も施工の途中である。筆者が訪れた2011年9月には、ヴェネチアビエンナーレの会場として利用されていた　2 メルカター
レ広場からみた旧厩舎　3 メルカターレ広場
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で
作
成
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
事
業
費
用
は
公
的
な

審
査
を
経
た
助
成
を
受
け
て
お
り
、
お
墨
付
き
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
。
批
判
を
受
け
た
設
計
案
は
、

文
化
遺
産
の
修
復
に
お
け
る
基
本
的
な
原
則
に
基
づ

き
、
旧
厩
舎
の
現
存
部
分
は
丁
寧
に
修
復
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
内
部
空
間
に
開
口
部
と
パ
テ
ィ
オ
が
設

け
ら
れ
、
建
物
と
都
市
の
歴
史
が
刻
ま
れ
た
現
存
部

分
は
、
新
た
に
追
加
さ
れ
た
構
造
体
と
は
明
確
に
区

別
さ
れ
て
公
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
文
化
遺

産
の
修
復
方
法
は
、
国
際
的
な
統
一
見
解
に
も
沿
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
そ
う
で
あ
っ
て
も
な
お
、
文
化

遺
産
の
保
全
方
法
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が

発
生
す
る
。
当
初
設
計
案
で
は
、
波
型
の
形
状
の
屋

根
に
は
ウ
ル
ビ
ー
ノ
で
伝
統
的
な
材
料
で
あ
る
テ
ラ

コ
ッ
タ
が
使
用
さ
れ
、
地
域
の
歴
史
と
伝
統
に
配
慮

さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
に
は
文
化
遺
産
を
保
全
す
る
だ

け
で
な
く
、
地
域
の
歴
史
や
伝
統
を
現
代
的
な
文
脈

で
継
承
し
よ
う
と
す
る
試
み
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
う

い
っ
た
試
み
自
体
が
、
今
回
の
論
争
で
は
否
定
的
に

捉
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
世
界
遺
産

条
約
で
は
、
文
化
遺
産
の
周
辺
環
境
へ
の
保
護
措
置

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
な
る
ほ
ど
、
文
化
遺
産

に
は
、そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
環
境
が
必
要
だ
。
し
か
し
、

絵
画
に
残
さ
れ
た
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
風
景
を
そ
っ
く

り
そ
の
ま
ま
凍
結
的
に
保
全
す
る
こ
と
が
世
界
遺
産

と
い
う
シ
ス
テ
ム
の
最
大
の
目
標
に
な
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
世
界
遺
産
と
は
、
人
類
の
財
産
で
あ
り
、
私

た
ち
に
豊
か
な
未
来
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
も
の
で

あ
る
は
ず
だ
。
だ
が
、
世
界
遺
産
を
単
な
る
美
術
品

や
芸
術
品
と
し
て
取
り
扱
う
な
ら
ば
、
そ
の
限
り
で

は
な
い
。
文
化
の
多
様
性
を
尊
重
す
る
立
場
か
ら
文

化
遺
産
の
保
全
を
主
張
す
る
世
界
遺
産
と
い
う
シ
ス

テ
ム
を
、
真
に
文
化
の
多
様
性
の
育
む
源
泉
と
す
る

た
め
に
は
、
ま
だ
多
く
の
議
論
が
必
要
で
あ
る
。

世
界
遺
産
制
度
を
め
ぐ
る
今
日
的
課
題

論
争
か
ら
約
10
年
が
経
過
し
た
現
在
、
旧
厩
舎

は
な
お
施
工
の
途
上
に
あ
る
。
屋
根
は
当
初
設
計
案

か
ら
真
っ
直
ぐ
に
傾
斜
し
た
形
状
に
変
更
さ
れ
て
架

け
ら
れ
た
。
一
方
、
そ
の
内
部
空
間
は
当
初
設
計
案

の
通
り
に
施
工
さ
れ
た
。
論
争
か
ら
導
き
出
さ
れ
た

結
論
は
、
表
面
的
で
部
分
的
な
問
題
へ
の
解
決
策
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
つ
ま
り
、
世
界
遺
産
登
録
の
是

非
を
か
け
た
文
化
遺
産
の
保
全
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る

論
争
は
、
単
な
る
屋
根
の
形
状
を
め
ぐ
る
問
題
に
矮

小
化
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
こ
の
論
争
は
世
界
遺

産
の
未
来
に
関
す
る
重
要
な
議
論
で
あ
っ
た
と
筆
者

は
捉
え
て
い
る
。
問
わ
れ
る
べ
き
は
、
世
界
遺
産
は

時
間
の
経
過
と
共
に
変
化
す
る
人
々
の
日
々
の
営
み

に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
貢
献
を
も
た
ら
す
の
か
、
と

い
う
世
界
遺
産
制
度
の
存
在
意
義
で
あ
る
。

当
初
設
計
案
は
、
文
化
財
監
督
庁
と
確
認
の
上

世界遺産登録が記されたプレート（1998年登録）



本
学
観
光
学
部
お
よ
び
大
学
院
観
光
学
研
究
科
に
は
、
海

外
か
ら
の
留
学
生
が
多
数
在
籍
し
て
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
、
ラ

オ
ス
、
ス
リ
ラ
ン
カ
出
身
の
3
人
の
観
光
学
研
究
科
の
大
学

院
生
が
そ
れ
ぞ
れ
研
究
の
対
象
と
し
て
い
る
自
国
の
世
界

遺
産
の
現
状
や
登
録
後
に
見
ら
れ
る
地
域
の
変
化
、
課
題

な
ど
に
つ
い
て
、
観
光
学
の
視
点
か
ら
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

フ
ァ
ム 

ホ
ン 

ロ
ン

（
ベ
ト
ナ
ム
出
身
。
観
光
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
課
程
在
籍
）

セ
ン
サ
テ
ィ
ッ
ト 

シ
モ
ン
ケ
オ

（
ラ
オ
ス
出
身
。
観
光
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
課
程
在
籍
）

ラ
ナ
ワ
カ 

チ
ャ
ト
ゥ
シ
カ

（
ス
リ
ラ
ン
カ
出
身
。
観
光
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
課
程
在
籍
）

市
川
哲
　
司
会
・
翻
訳

（
観
光
学
部
助
教
）

構
成
・
撮
影
　
大
橋
健
一
（
観
光
学
部
）

世
界
遺
産
の

イ
ン
パ
ク
ト
を

ど
う
考
え
る
か

座
談
会

Galle
Sri Lanka

Ha Long Bay
VietnamLuangprabang

Laos
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司
会
：
世
界
各
地
の
ユ
ネ
ス
コ
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ

て
い
る
世
界
遺
産
は
、
今
日
の
観
光
を
考
え
る
場
合

に
重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
指
定
や
そ
れ
に
伴
う
観
光
化
は
、
各
地
域
や
そ
れ

ぞ
れ
の
遺
産
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
本

日
は
、
世
界
遺
産
と
観
光
の
関
係
を
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
研
究
し
て
い
る
皆
さ
ん
に
集
ま
っ
て
い
た
だ

き
、
各
地
の
状
況
を
紹
介
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に

世
界
遺
産
と
観
光
を
め
ぐ
る
課
題
に
つ
い
て
語
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
ま
ず
各
参

加
者
に
自
己
紹
介
を
含
め
て
、
ご
自
身
の
研
究
し
て

い
る
地
域
と
世
界
遺
産
の
概
要
を
紹
介
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

フ
ァ
ム 

ホ
ン 

ロ
ン
（
以
下
、
ロ
ン
）
：
私
は
ベ
ト

ナ
ム
の
ハ
ロ
ン
湾
を
調
査
地
と
し
て
い
ま
す
。
ハ
ロ

ン
湾
は
私
の
生
ま
れ
故
郷
で
も
あ
り
ま
す
。
私
は
社

会
交
換
理
論
の
視
点
か
ら
ハ
ロ
ン
湾
の
観
光
と
地
域

住
民
の
関
係
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。
私
は
ハ

ノ
イ
に
あ
る
ベ
ト
ナ
ム
国
家
大
学
を
卒
業
し
ま
し
た
。

２
０
０
４
年
か
ら
マ
レ
ー
シ
ア
の
大
学
に
留
学
し
て

修
士
号
を
取
得
し
、
08
年
に
日
本
に
来
ま
し
た
。

セ
ン
サ
テ
ィ
ッ
ト 

シ
モ
ン
ケ
オ
（
以
下
、
シ
モ
ン

ハロン湾（ベトナム）。1994年に世界自然遺産に登録　©Nguyen Thi Hong Haiルアンパバン（ラオス）。1995年に世界文化遺産に登録
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化
的
か
つ
歴
史
的
な
魅
力
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
地
を

訪
問
す
る
観
光
客
は
、
国
内
の
ベ
ト
ナ
ム
人
だ
け
で

な
く
、
外
国
人
も
多
く
い
ま
す
。
外
国
人
観
光
客

で
最
も
多
い
の
は
中
国
か
ら
の
人
々
で
す
。
地
理
的

に
近
い
の
が
理
由
で
す
。
ま
た
歴
史
的
な
背
景
か
ら
、

フ
ラ
ン
ス
人
や
ア
メ
リ
カ
人
も
多
い
で
す
。
首
都
ハ

ノ
イ
に
近
い
場
所
に
あ
る
こ
と
も
観
光
客
の
来
訪
に

寄
与
し
て
い
ま
す
。

聖
な
る
仏
教
の
都
、
ル
ア
ン
パ
バ
ン

シ
モ
ン
ケ
オ
：
ル
ア
ン
パ
バ
ン
は
ラ
オ
ス
北
部
に
あ

る
小
さ
な
都
市
で
す
。
人
口
は
約
７
万
６
０
０
０
人

で
す
が
、
年
間
約
40
万
人
の
外
国
人
観
光
客
が
ル
ア

ン
パ
バ
ン
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

ル
ア
ン
パ
バ
ン
が
有
名
な
観
光
地
で
あ
る
の
に
は

ケ
オ
）
：
日
本
に
来
る
前
に
は
ラ
オ
ス
国
立
大
学
で

教
鞭
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
ベ
ト
ナ
ム
で
学
士

号
を
、
日
本
で
修
士
号
を
取
得
し
ま
し
た
。
私
の
調

査
地
は
ラ
オ
ス
の
ル
ア
ン
パ
バ
ン
で
す
。
私
は
首
都

の
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
出
身
で
す
が
、
ル
ア
ン
パ
バ
ン
が

世
界
遺
産
と
し
て
登
録
さ
れ
た
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、

04
年
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
ル
ア
ン
パ
バ
ン
に
つ
い

て
の
研
究
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

ラ
ナ
ワ
カ 

チ
ャ
ト
ゥ
シ
カ
（
以
下
、
チ
ャ
ト
）
：
私

は
ス
リ
ラ
ン
カ
出
身
で
す
。
以
前
は
ス
リ
ラ
ン
カ
で

日
本
人
観
光
客
を
対
象
に
し
た
旅
行
会
社
で
働
い
て

い
ま
し
た
が
、
07
年
に
日
本
に
留
学
し
ま
し
た
。
08

年
か
ら
ス
リ
ラ
ン
カ
の
世
界
遺
産
で
あ
る
ゴ
ー
ル
旧

市
街
を
調
査
地
と
し
て
い
ま
す
。
世
界
遺
産
指
定
に

よ
っ
て
ゴ
ー
ル
旧
市
街
は
国
際
的
に
有
名
な
観
光
地

と
な
り
ま
し
た
。

数
多
く
の
島
と
奇
岩
で
知
ら
れ
る
ハ
ロ
ン
湾

司
会
：
皆
さ
ん
の
調
査
地
の
世
界
遺
産
は
ど
の
よ
う

な
特
徴
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ロ
ン
：
ハ
ロ
ン
湾
は
ベ
ト
ナ
ム
の
北
東
部
に
あ
り
ま

す
。
1
9
9
4
年
に
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま

し
た
。

ハ
ロ
ン
湾
の
特
徴
は
島
と
奇
岩
が
数
多
く
あ
る
こ

と
で
す
。
ハ
ロ
ン
湾
は
世
界
自
然
遺
産
で
す
が
、
文

い
く
つ
か
の
理
由
が
あ
り
ま
す
。
ル
ア
ン
パ
バ
ン
は

宗
教
的
な
場
所
で
、
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
期
の
建
築
物

と
ラ
オ
の
伝
統
的
な
建
築
物
が
と
も
に
あ
り
ま
す
。

ル
ア
ン
パ
バ
ン
の
景
観
の
特
徴
は
、
メ
コ
ン
川
と
カ

ン
川
と
い
う
二
つ
の
川
の
合
流
点
で
あ
る
こ
と
、
そ

の
都
市
計
画
や
プ
ー
シ
ー
山
な
ど
の
自
然
環
境
に
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
ル
ア
ン
パ
バ
ン
に
は
「
生
き
て

い
る
文
化
遺
産
」
が
あ
り
ま
す
。
ル
ア
ン
パ
バ
ン
の

住
民
は
毎
朝
、
托
鉢
す
る
僧
侶
に
お
布
施
を
し
て
お

り
、
こ
れ
は
現
在
に
至
る
、「
生
き
て
い
る
遺
産
」

と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

ル
ア
ン
パ
バ
ン
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た

１
９
９
５
年
以
降
、
タ
イ
や
中
国
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
、
イ
ギ
リ
ス
と
い
っ
た
多
く
の
国
々

か
ら
観
光
客
が
訪
問
し
て
い
ま
す
。
特
に
イ
ギ
リ
ス

か
ら
の
観
光
客
が
多
い
で
す
。

ラ
オ
ス
人
は
旧
暦
の
新
年
に
ル
ア
ン
パ
バ
ン
を
訪

ね
ま
す
。
ラ
オ
ス
で
は
、
ル
ア
ン
パ
バ
ン
は
聖
な
る

仏
教
の
都
と
い
う
性
格
が
あ
り
ま
す
。
ル
ア
ン
パ
バ

ン
は
か
つ
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
占
領
さ
れ
た
際
に
仏
教

が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
ラ
オ
ス
の
新
年
に

は
国
内
の
観
光
客
が
多
数
を
占
め
ま
す
。
一
方
、
雨

季
に
は
ル
ア
ン
パ
バ
ン
を
訪
問
す
る
観
光
客
は
多
く

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
時
期
に
ラ
オ
ス
を
旅
行
す
る

の
は
不
便
だ
か
ら
で
す
。
雨
季
は
４
、５
月
か
ら
９
、

10
月
ま
で
続
き
ま
す
。
雨
季
は
ラ
オ
ス
の
観
光
に

と
っ
て
障
害
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ゴール（スリランカ）。1988年に世界文化遺産に登録　©松岡宏大

フ
ァ
ム 

ホ
ン 

ロ
ン
さ
ん

セ
ン
サ
テ
ィ
ッ
ト 

シ
モ
ン
ケ
オ
さ
ん

市
川
哲
助
教

ラ
ナ
ワ
カ 

チ
ャ
ト
ゥ
シ
カ
さ
ん
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多
民
族
・
多
宗
教
の
都
市
、
ゴ
ー
ル

チ
ャ
ト
：
ゴ
ー
ル
旧
市
街
地
は
ス
リ
ラ
ン
カ
南

部
、
コ
ロ
ン
ボ
の
南
約
１
２
０
㎞
に
位
置
し
ま
す
。

ゴ
ー
ル
は
新
市
街
と
旧
市
街
か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
。

２
０
０
１
年
の
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
と
、
ゴ
ー
ル
旧
市

街
の
住
民
約
２
３
８
０
人
の
う
ち
、
約
50
％
が
ム

ス
リ
ム
、
約
45
％
が
シ
ン
ハ
ラ
、
約
５
％
が
タ
ミ
ル

で
、
ゴ
ー
ル
は
多
民
族・
多
宗
教
の
都
市
と
い
え
ま
す
。

ス
リ
ラ
ン
カ
は
シ
ン
ハ
ラ
人
と
仏
教
徒
が
多
数
派
を

占
め
る
国
家
で
す
が
、
ゴ
ー
ル
は
ス
リ
ラ
ン
カ
の
他

の
地
域
と
比
較
し
て
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
あ
る
ム
ス
リ

ム
が
多
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
ス
リ
ラ
ン
カ

の
他
の
地
域
で
は
シ
ン
ハ
ラ
人
は
多
数
派
を
占
め
ま

す
が
、
ゴ
ー
ル
で
は
ム
ス
リ
ム
が
多
く
、
タ
ミ
ル
人

も
居
住
す
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

ゴ
ー
ル
旧
市
街
を
訪
問
す
る
と
、
建
築
に
特
徴
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
現
在
、
ス
リ
ラ
ン
カ
に

は
６
つ
の
世
界
文
化
遺
産
と
ふ
た
つ
の
世
界
自
然
遺

産
が
あ
り
ま
す
。
ゴ
ー
ル
は
文
化
遺
産
で
す
。
そ
の

他
の
ス
リ
ラ
ン
カ
の
世
界
文
化
遺
産
は
仏
教
に
関
係

す
る
も
の
で
す
が
、
ゴ
ー
ル
は
そ
の
点
で
異
な
り
ま

す
。
ゴ
ー
ル
は
１
９
８
８
年
に
ユ
ネ
ス
コ
に
よ
っ
て

世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
が
、
69
年
に
は

す
で
に
国
連
に
よ
っ
て
建
造
物
を
保
護
す
べ
き
地
域

と
し
て
選
択
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ゴ
ー
ル
は
ス
リ
ラ
ン
カ
の
他
の
地
域
と
比
較
す
る

と
、
国
際
観
光
客
が
い
ち
ば
ん
訪
れ
る
地
域
で
す
。

統
計
に
よ
る
と
、
観
光
客
の
割
合
は
外
国
人
が
約

50
％
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
国
内
客
が
約
50
％
で
す
。
あ

る
イ
ギ
リ
ス
の
研
究
者
は
、「
ゴ
ー
ル
を
訪
問
す
る

観
光
客
の
半
分
は
ス
リ
ラ
ン
カ
国
内
客
だ
が
、
ゴ
ー

ル
に
宿
泊
し
て
滞
在
す
る
の
は
外
国
人
で
あ
り
、
国

内
客
で
は
な
い
」
と
報
告
し
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由

と
し
て
、
国
内
客
に
と
っ
て
ゴ
ー
ル
に
滞
在
す
る
の

は
か
な
り
高
額
な
費
用
が
か
か
る
た
め
で
す
。
た
だ

し
、
海
外
か
ら
ゴ
ー
ル
を
訪
問
す
る
ス
リ
ラ
ン
カ
人

観
光
客
は
ゴ
ー
ル
旧
市
街
に
宿
泊
す
る
傾
向
が
あ
り

ま
す
。

ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
ス
ク
ー
ル
・
ト
リ
ッ
プ
と
い
っ
て
、

学
校
の
生
徒
が
ゴ
ー
ル
の
歴
史
を
理
解
す
る
た
め
に

訪
問
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
ゴ
ー
ル
旧
市
街

の
要
塞
は
、
最
初
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
よ
っ
て
建
設

さ
れ
、
そ
の
後
17
世
紀
に
な
る
と
オ
ラ
ン
ダ
人
、
次

い
で
イ
ギ
リ
ス
人
に
よ
っ
て
占
領
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
歴
史
を
学
ぶ
た
め
に
生
徒
た
ち
は
ス
ク
ー

ル
・
ト
リ
ッ
プ
を
し
ま
す
。
ス
ク
ー
ル
・
ト
リ
ッ
プ

は
日
本
の
修
学
旅
行
の
よ
う
な
活
動
で
す
。
私
も
学

生
の
と
き
に
ス
ク
ー
ル・
ト
リ
ッ
プ
で
ゴ
ー
ル
に
行
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
と
き
先
生
は
「
ゴ
ー
ル

私
は
ま
だ
こ
の
よ
う
な
自
然
環
境
に
対
す
る
イ
ン

パ
ク
ト
に
関
す
る
具
体
的
な
調
査
を
行
っ
て
い
ま
せ

ん
。
現
在
調
査
し
て
い
る
の
は
、
ハ
ロ
ン
湾
の
住
民

の
観
光
に
対
す
る
態
度
や
認
識
に
つ
い
て
で
す
。
ハ

ロ
ン
湾
の
住
民
の
観
光
に
対
す
る
認
識
は
良
好
で
す

が
、
自
然
環
境
問
題
に
対
し
て
は
非
常
に
悪
い
印
象

を
持
っ
て
い
ま
す
。
特
に
ハ
ロ
ン
湾
の
水
質
に
悪
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
は
地
元
で
も
強
く
認
識
さ

れ
て
い
ま
す
。

シ
モ
ン
ケ
オ
：
ル
ア
ン
パ
バ
ン
で
も
、
そ
の
よ
う
な

問
題
は
様
々
な
領
域
で
起
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
れ
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
努
力
も
な
さ
れ
て
い

ま
す
。
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
95
年
は
ラ
オ

ス
の
観
光
に
と
っ
て
記
念
す
べ
き
年
で
し
た
。
そ
れ

以
前
は
ル
ア
ン
パ
バ
ン
に
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
の
観
光

客
は
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
ル
ア
ン
パ
バ
ン
に
観
光
に

来
る
の
は
不
便
で
、
道
路
も
良
く
な
く
、
人
々
は
し

ば
し
ば
車
で
は
な
く
歩
い
て
移
動
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
飛
行
機
も
安
全
と
は
い
え
ま
せ
ん

で
し
た
。

し
か
し
、
95
年
以
降
、
ル
ア
ン
パ
バ
ン
は
急
速
に

開
発
さ
れ
、
多
く
の
人
々
が
訪
ね
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
市
街
地
の
イ
ン
フ
ラ
は
改
善
さ
れ
、
ホ
テ
ル

や
宿
泊
施
設
は
増
加
し
、
多
く
の
観
光
客
を
受
け
入

れ
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

の
人
口
の
半
分
が
ム
ス
リ
ム
で
あ
り
、
ゴ
ー
ル
は
歴

史
的
に
ム
ス
リ
ム
が
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
だ
っ
た
」
と
説

明
さ
れ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
前
後
の
変
化

司
会
：
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
前
と
後
で
は
各
地

に
ど
ん
な
変
化
が
起
き
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

ロ
ン
：
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
以
前
か
ら
ハ

ロ
ン
湾
は
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
海
外
か
ら

の
観
光
客
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ハ

ロ
ン
湾
周
辺
に
は
宿
泊
施
設
が
あ
り
ま
し
た
が
、
高

級
ホ
テ
ル
は
少
な
か
っ
た
で
す
。
当
時
観
光
客
が
少

な
い
ぶ
ん
、
ハ
ロ
ン
湾
の
水
は
き
れ
い
で
し
た
。
し

か
し
、
現
在
で
は
多
く
の
観
光
客
が
遊
覧
船
に
乗
っ

て
観
光
す
る
た
め
、
ハ
ロ
ン
湾
は
そ
れ
ほ
ど
き
れ
い

と
は
い
え
な
く
な
り
ま
し
た
。

道
路
や
港
湾
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
は
、
世
界
自
然
遺

産
の
登
録
後
、
整
備
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

私
の
考
え
で
は
、
世
界
自
然
遺
産
登
録
は
自
然
環
境

に
明
ら
か
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て

い
ま
す
。
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
や
海
底
の
海
藻
に
対
す

る
悪
影
響
が
あ
り
ま
す
。
観
光
客
向
け
の
遊
覧
船
が

そ
れ
ら
に
悪
影
響
を
与
え
る
の
で
す
。
石
灰
岩
の
洞

窟
も
広
げ
ら
れ
て
し
ま
う
と
い
う
状
況
も
あ
り
ま
す
。

遊
覧
船
が
通
り
抜
け
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
す
。

経
済
的
な
分
野
で
は
観
光
収
入
が
増
加
し
ま
し
た
。

首
都
の
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
よ
り
も
イ
ン
フ
レ
が
加
速
し

て
い
る
ほ
ど
で
す
。
95
年
以
降
、
市
街
地
に
お
け
る

建
設
業
も
活
況
を
呈
し
、
建
設
ブ
ー
ム
は
２
０
０
５

年
か
ら
07
年
ぐ
ら
い
ま
で
続
き
ま
し
た
。

ユ
ネ
ス
コ
は
現
地
の
イ
ン
フ
ラ
の
状
況
を
監
視
し

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
環
境
や
ご
み
処
理
、
水
質

管
理
な
ど
は
ま
だ
充
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
特
に
ご

み
焼
却
に
関
し
て
は
、
ル
ア
ン
パ
バ
ン
は
ま
だ
十
分

な
処
理
の
手
法
を
確
立
し
て
お
ら
ず
、
焼
却
に
よ
っ

て
生
じ
る
煙
が
大
気
汚
染
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、ル
ア
ン
パ
バ
ン
に
や
っ
て
く
る
観
光
客
は
、

寺
院
や
僧
侶
の
托
鉢
に
は
興
味
を
持
ち
ま
す
が
、
そ

れ
以
外
の
宗
教
的
な
こ
と
に
あ
ま
り
関
心
を
示
す
わ

け
で
は
な
い
の
で
、
文
化
的
な
面
で
も
問
題
が
起
き

て
い
ま
す
。
観
光
に
よ
っ
て
ル
ア
ン
パ
バ
ン
の
住
民

た
ち
は
裕
福
に
な
り
ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て
多
く

の
問
題
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
の
両
面

チ
ャ
ト
：
ゴ
ー
ル
で
は
１
９
８
８
年
に
世
界
文
化
遺

産
に
登
録
さ
れ
て
以
降
、
外
国
か
ら
の
観
光
客
が
増

え
た
こ
と
は
確
か
で
す
。
私
が
現
地
で
ヒ
ア
リ
ン
グ

し
た
限
り
で
は
、
登
録
以
前
は
外
国
人
の
姿
は
ほ
と

ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
ス
リ
ラ
ン
カ
で

観
光
客
は
寺
院
や
僧
侶
の
托
鉢
に
は
興
味
を
持
つ
が
、
そ
れ
以
外
の
宗
教
的

な
こ
と
に
関
心
を
示
す
わ
け
で
は
な
い
（
ル
ア
ン
パ
バ
ン
）
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ク
ト
と
い
え
ま
す
。

一
方
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
ン
パ
ク
ト
も
あ
る
こ
と

は
事
実
で
す
。
ゴ
ー
ル
で
は
処
理
施
設
や
ご
み
箱
の

設
置
が
不
十
分
だ
っ
た
た
め
、
ご
み
問
題
が
生
じ
ま

し
た
。
下
水
道
の
処
理
も
悪
化
し
ま
し
た
。

地
元
の
住
民
は
、
観
光
客
を
乗
せ
る
バ
ス
の
旧
市

街
の
乗
り
入
れ
を
制
限
す
る
べ
き
だ
と
言
っ
て
い
ま

す
。
旧
市
街
に
は
３
つ
の
学
校
が
あ
り
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
も
あ
り
ま
す
。
地
元
の
バ
ス
以
外
に
観
光
客
を

乗
せ
た
大
量
の
バ
ス
が
入
っ
て
く
る
の
で
、
大
気
汚
染

や
騒
音
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
旧
市
街
に
は
公

共
の
ト
イ
レ
が
少
な
く
、
旅
行
者
は
民
家
に
ト
イ
レ

を
借
り
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
は
簡
単
な

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
近
よ
う
や
く
、
旧
市
街

に
は
公
衆
ト
イ
レ
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

内
戦
終
結
後
に
起
き
た
い
ち
ば
ん
大
き
な
変
化
は
、

外
国
人
に
よ
る
旧
市
街
へ
の
投
資
で
す
。
特
に
カ

フ
ェ
を
始
め
る
外
国
人
が
増
え
ま
し
た
。
ブ
テ
ィ
ッ

ク
・
ホ
テ
ル
や
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
営
業
す
る
外
国
人

も
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
旧
市
街
の
観
光
エ
リ
ア
の
ど

こ
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
2
0
0
4
年
に
ス
リ
ラ
ン
カ
の
土
地
法
が

変
更
さ
れ
た
た
め
、
旧
市
街
の
土
地
を
購
入
す
る
外

国
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
地
元
の
住
民
の
中
に
「
ゴ
ー

は
こ
の
よ
う
な
問
題
を
ど
の
よ
う
に
し
て
解
決
す
る

か
を
知
っ
て
い
ま
す
が
、
ベ
ト
ナ
ム
で
は
ま
だ
十
分

理
解
し
て
い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
世
界
遺
産
登
録

に
よ
っ
て
ハ
ロ
ン
湾
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
イ
ン
パ
ク
ト

を
受
け
る
一
方
で
、
大
き
な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

観
光
地
住
民
の
認
識
を
調
査
す
る

司
会
：
と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
が
世
界
遺
産
観
光
地
を

研
究
対
象
に
し
た
の
に
は
ど
の
よ
う
な
理
由
が
あ
っ

た
の
で
す
か
。
ど
の
よ
う
な
研
究
を
し
て
い
る
か
も

教
え
て
く
だ
さ
い
。

ロ
ン
：
第
一
の
理
由
は
ハ
ロ
ン
湾
が
私
の
故
郷
で
あ

り
、
18
歳
に
な
る
ま
で
両
親
と
暮
ら
し
た
家
が
あ
る

か
ら
で
す
。
ハ
ロ
ン
湾
で
調
査
を
す
る
こ
と
で
、
私

は
自
分
の
故
郷
に
貢
献
し
た
い
の
で
す
。
ふ
た
つ
目

の
理
由
は
、
ベ
ト
ナ
ム
で
は
す
で
に
多
く
の
観
光
に

関
す
る
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
観
光
地
の
住

民
の
意
識
に
関
す
る
調
査
は
ほ
と
ん
ど
な
い
か
ら
で

す
。
地
元
の
人
々
は
観
光
客
を
迎
え
入
れ
る
う
え
で

重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
地
元
の

人
々
の
観
光
開
発
に
対
す
る
認
識
を
知
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
私
は
政
府
関
係
者
だ
け
で
は

な
く
、
多
く
の
地
元
住
民
に
対
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
行
い
ま
し
た
。
観
光
業
に
従
事
し
て
い
る
人
々
や

炭
鉱
で
働
い
て
い
る
労
働
者
、
地
元
の
教
師
な
ど
も

対
象
と
し
、
彼
ら
の
観
光
に
対
す
る
認
識
に
つ
い
て

調
査
し
ま
し
た
。

シ
モ
ン
ケ
オ
： 

私
は
、
世
界
遺
産
と
し
て
登
録
さ
れ

た
こ
と
に
よ
る
観
光
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
と
、
ル
ア
ン

パ
バ
ン
を
い
か
に
し
て
プ
ロ
モ
ー
ト
す
べ
き
か
に
つ

い
て
、深
く
知
り
た
い
と
思
い
、研
究
を
始
め
ま
し
た
。

私
は
ル
ア
ン
パ
バ
ン
の
遺
産
と
し
て
の
コ
ン
テ
ク
ス

ト
を
知
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
基
盤
は
仏
教
に
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

確
か
に
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
変
化
も
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な

変
化
も
両
面
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
ロ
ン
さ
ん
が

話
し
て
い
た
よ
う
に
、
私
の
研
究
も
ル
ア
ン
パ
バ
ン

に
貢
献
す
る
は
ず
で
す
。

私
は
ル
ア
ン
パ
バ
ン
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に
滞
在
し
、

宿
泊
客
を
中
心
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
わ
か
っ
た
の
は
、
か
つ
て
は
宿
泊

客
が
外
国
人
で
あ
ろ
う
が
な
か
ろ
う
が
、
ル
ア
ン

パ
バ
ン
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
は
過
ご
し
や
す
か
っ
た
の

に
、
現
在
は
少
し
状
況
が
違
っ
て
き
て
い
る
こ
と
で

す
。
ル
ア
ン
パ
バ
ン
の
人
々
は
明
ら
か
に
金
銭
志
向

に
な
っ
て
い
ま
す
。

は
83
年
か
ら
長
い
内
戦
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
内
戦

中
で
も
何
回
か
平
和
な
時
期
が
あ
り
、
観
光
客
が
来

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
大
き
く
状
況
が
変
わ
っ

た
の
は
２
０
０
９
年
の
内
戦
終
結
か
ら
で
、
観
光
客

は
こ
れ
ま
で
に
な
い
ほ
ど
増
加
し
て
い
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
の
外
国
の
観
光
客
は
ゴ
ー
ル
の
新
市
街

で
は
な
く
、
旧
市
街
に
興
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
旧
市
街
に
は
多
く
の
変
化
が
生
ま
れ
ま
し

た
。
観
光
客
の
増
加
は
地
元
の
住
民
に
収
入
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
に
は
ほ
と
ん
ど
の
ホ

テ
ル
は
満
室
で
、
観
光
客
は
空
き
部
屋
を
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
部
屋
代
も
高
騰
し
ま
す
。
こ

う
し
て
地
元
の
住
民
は
大
き
な
利
益
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
す
。

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
も
始
ま
り
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
で
は

伝
統
工
芸
品
の
レ
ー
ス
が
有
名
で
、
多
く
の
女
性
た

ち
は
自
分
の
家
で
レ
ー
ス
を
編
み
、
販
売
し
て
い
ま

す
。
レ
ー
ス
を
編
む
女
性
の
姿
を
見
学
す
る
た
め
に

来
る
観
光
客
も
い
ま
す
。
あ
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
彼
女
た
ち

を
支
援
す
る
た
め
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

04
年
に
ス
リ
ラ
ン
カ
政
府
が
設
立
し
た
ゴ
ー
ル
・

フ
ォ
ー
ト
遺
産
基
金
も
地
元
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

地
元
の
住
民
が
旧
市
街
の
イ
ン
フ
ラ
を
改
善
し
た
い

場
合
、
こ
の
基
金
を
活
用
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、

世
界
遺
産
登
録
後
に
起
き
た
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
イ
ン
パ

ル
旧
市
街
は
も
は
や
外
国
人
の
土
地
だ
」
と
不
満

を
言
う
人
が
い
ま
す
。
ゴ
ー
ル
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に

よ
っ
て
統
治
さ
れ
た
長
い
期
間
、
こ
の
地
に
居
住
し

て
い
た
ほ
と
ん
ど
の
人
々
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
だ
っ
た

こ
と
は
事
実
で
す
が
、
地
元
の
住
民
は
そ
れ
を
快
く

は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
彼
ら
は
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
部

外
者
が
住
み
着
く
こ
と
を
望
ん
で
い
な
い
の
で
す
。

04
年
に
起
き
た
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
に
よ
っ
て
ゴ
ー

ル
旧
市
街
は
津
波
の
被
害
を
受
け
、
ス
リ
ラ
ン
カ
政

府
は
ゴ
ー
ル
旧
市
街
復
興
の
た
め
の
資
金
援
助
を
し

ま
し
た
。
い
く
つ
か
の
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
り

ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち
の
ひ
と
つ
は
海
洋
博
物
館
の

建
設
で
す
。
他
に
も
08
年
に
は
60
軒
の
老
朽
化
し
た

家
屋
の
再
建
計
画
、
10
年
に
は
道
路
開
発
計
画
が

ス
タ
ー
ト
し
、
12
年
に
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
道
路

開
発
計
画
は
旧
市
街
の
環
境
を
大
き
く
変
え
ま
し
た
。

こ
の
と
き
道
路
に
黒
い
レ
ン
ガ
が
使
用
さ
れ
た
た
め
、

私
が
現
地
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
際
に
は
、
地
元
の
住

民
か
ら
「
現
在
の
道
路
は
も
と
の
道
路
と
は
違
う
も

の
だ
」と
の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
が
、

ゴ
ー
ル
旧
市
街
が
世
界
遺
産
と
し
て
登
録
さ
れ
て
以

降
に
起
き
た
変
化
で
す
。

ロ
ン
：
ハ
ロ
ン
湾
で
も
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
生
じ
て

い
ま
す
。
特
に
い
か
に
し
て
環
境
問
題
を
管
理
す
る

か
と
い
う
問
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
西
洋
諸
国
で

2

 

0

 

1

 

0
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
ゴ
ー
ル
旧
市
街
の
道
路
開
発
計
画
で
は
、
道

路
に
黒
い
レ
ン
ガ
が
使
わ
れ
た
た
め
、
地
元
住
民
か
ら
「
も
と
の
道
路
と
は
違

う
」
と
の
声
も
聞
か
れ
た
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年
に
設
立
さ
れ
た
ゴ
ー
ル
・
フ
ォ
ー
ト
遺
産
基
金
が

開
い
た
地
元
の
人
々
を
対
象
と
し
た
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

に
よ
っ
て
、
い
か
に
地
元
の
人
々
が
世
界
遺
産
と
観

光
に
関
わ
れ
ば
よ
い
の
か
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
か
ら
、
そ
れ
以
後
、
多
く
の
人
々
が
ゴ
ー
ル
に

誇
り
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
土
地
価
格
の
高
騰
の
た
め
、
旧
市
街
の

外
に
出
て
行
く
人
々
も
増
え
て
い
ま
す
。
旧
市
街
に

住
む
多
く
の
ム
ス
リ
ム
は
、
ひ
と
つ
の
家
屋
に
大
家

族
で
居
住
し
て
い
ま
し
た
が
、
外
国
人
に
家
屋
を
売

れ
ば
、
旧
市
街
の
外
に
新
し
い
大
き
な
家
屋
を
購
入

す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
そ
う
や
っ
て
旧
市
街
か

ら
出
て
行
く
の
で
す
。

ゴ
ー
ル
旧
市
街
に
関
す
る
先
行
研
究
で
は
歴
史
学

や
考
古
学
に
よ
る
成
果
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、
観
光

が
社
会
に
与
え
る
影
響
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
す
る
研

究
は
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
。
私
の
研
究
は
政
府
や
地
元

の
人
々
に
ゴ
ー
ル
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
こ
と

の
意
味
を
改
め
て
考
え
直
し
て
も
ら
う
た
め
の
手
助

け
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

観
光
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
い
か
に
管
理
す
る
か

司
会
：
最
後
に
、
観
光
学
の
視
点
か
ら
世
界
遺
産
を

考
え
る
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
皆
さ
ん
の
考
え
を
聞

か
せ
て
く
だ
さ
い
。

界
遺
産
を
対
象
と
し
た
観
光
の
良
い
側
面
を
維
持
し
、

同
時
に
世
界
遺
産
に
対
す
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
ン
パ

ク
ト
を
管
理
す
る
か
で
す
。

観
光
の
イ
ン
パ
ク
ト
の
大
き
さ
を
見
る
た
び
に
、

観
光
に
と
っ
て
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
重
要
性
を
感

じ
ま
す
。
あ
る
地
域
が
世
界
遺
産
と
し
て
登
録
さ
れ

る
と
、
そ
の
地
域
の
名
前
は
そ
れ
だ
け
で
有
名
に
な

る
の
で
、
Ｐ
Ｒ
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
も

実
は
観
光
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
関
す
る
問
題
で
す
。
も

し
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
、
今
後
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
手
法
に
注
目
し
た
調
査
を
行
い
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

司
会
：
皆
さ
ん
の
お
話
か
ら
世
界
遺
産
観
光
地
の
実

情
の
い
ろ
い
ろ
な
側
面
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

観
光
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
い
か
に
管
理
す
る
か
と
い
う

課
題
は
、
世
界
遺
産
観
光
地
に
限
っ
た
問
題
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
世
界
遺
産
で
あ
る
が
ゆ
え
そ
の
イ
ン

パ
ク
ト
が
大
き
な
意
味
を
持
つ
と
い
う
こ
と
な
の
だ

と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
研
究
が
そ
の
課
題
の
解
明

や
解
決
に
結
び
つ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
本

日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
２
０
１
２
年
6
月
6
日
　
立
教
大
学
新
座
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
）

シ
モ
ン
ケ
オ
：
観
光
研
究
に
は
様
々
な
領
域
が
あ
り

ま
す
。
私
は
文
化
の
領
域
に
関
心
が
あ
り
ま
す
。
な

か
で
も
宗
教
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
ラ
オ
ス
で
は
仏

教
が
生
活
の
中
心
に
あ
る
か
ら
で
す
。

ル
ア
ン
パ
バ
ン
の
生
活
は
、
日
本
と
は
ず
い
ぶ
ん

異
な
っ
て
い
ま
す
。
文
化
の
異
な
る
訪
問
者
と
し
て

の
観
光
客
は
ル
ア
ン
パ
バ
ン
を
訪
れ
る
こ
と
で
、
地

元
の
文
化
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
方
、
現
地

に
も
文
化
変
容
が
生
じ
ま
す
。
外
国
人
観
光
客
は
お

金
や
い
ろ
い
ろ
な
知
識
を
持
っ
て
い
る
た
め
、
地
元

の
人
々
も
外
国
人
観
光
客
に
大
き
な
関
心
を
持
ち
ま

す
が
、
同
時
に
社
会
問
題
も
生
じ
て
い
ま
す
。
た
と

え
ば
、
タ
イ
に
お
け
る
売
春
と
い
っ
た
社
会
問
題
は

ル
ア
ン
パ
バ
ン
で
は
起
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
文
化
に

関
す
る
問
題
は
生
じ
て
い
ま
す
。
観
光
に
よ
っ
て
地

元
の
人
々
の
文
化
や
社
会
の
認
識
の
仕
方
が
変
化
し

て
い
ま
す
。
世
界
文
化
遺
産
の
観
光
地
の
研
究
か
ら

観
光
の
文
化
的
イ
ン
パ
ク
ト
に
つ
い
て
の
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
が
見
え
て
き
ま
す
。

チ
ャ
ト
：
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
で
多
く
の

地
域
で
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
世

界
遺
産
に
な
る
の
は
観
光
の
観
点
か
ら
は
良
い
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
話
や
文
献
研
究
を

通
じ
て
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
問
題
が
多
く
生
じ
て
い
る
こ

と
は
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
政
府
に
と
っ
て
経
済
的
に

観
光
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
関
係

チ
ャ
ト
：
私
が
調
査
地
と
し
て
ゴ
ー
ル
旧
市
街
を
選

ん
だ
の
は
、
そ
こ
が
世
界
遺
産
だ
か
ら
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ス
リ
ラ
ン
カ
で
最
も
多
く
の
外
国
人
観
光
客

が
訪
れ
る
場
所
だ
か
ら
で
す
。

私
は
最
初
、
観
光
が
異
な
る
民
族
集
団
に
与
え
る

影
響
を
調
査
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、ジ
ェ
ン
ダ
ー

と
観
光
の
関
係
に
関
心
が
移
り
、
い
か
に
観
光
が

ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
に
影
響

を
与
え
る
の
か
を
調
査
し
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
住
民
の

多
数
派
は
ム
ス
リ
ム
で
す
が
、
ム
ス
リ
ム
女
性
は
も

と
も
と
家
庭
外
で
労
働
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、
観
光
化
に
よ
っ
て
ム
ス
リ
ム
女
性

で
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
オ
ー
ナ
ー
に
な
る
よ
う
な
人
も

現
れ
て
い
ま
す
。
観
光
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
影
響
を
与

え
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

ゴ
ー
ル
の
地
元
の
人
々
に
世
界
遺
産
登
録
に
つ
い

て
の
認
識
を
尋
ね
て
み
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は

「
登
録
前
は
、
ゴ
ー
ル
を
特
に
誇
り
に
は
思
っ
て
い

な
か
っ
た
」
と
言
い
ま
す
。
登
録
後
は
「
大
変
誇
り

に
思
う
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う
人
が
増
え
ま
し
た

が
、
60
代
の
人
々
は
そ
れ
ほ
ど
誇
り
に
は
思
っ
て
い

な
い
よ
う
で
し
た
。
彼
ら
は
世
界
遺
産
に
つ
い
て
の

知
識
が
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
２
０
０
４

は
プ
ラ
ス
に
な
り
ま
す
が
、
環
境
や
文
化
に
関
す
る

地
域
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
考
慮

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
地
元
の
人
々
や
政
府
だ

け
で
な
く
、
ゴ
ー
ル
・
フ
ォ
ー
ト
遺
産
基
金
の
よ
う

な
第
三
者
機
関
が
問
題
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
現
象
を
最
小
化
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。
観
光
は
世
界
遺
産
に
と
っ
て
よ
り

良
い
方
向
性
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

シ
モ
ン
ケ
オ
：
我
た
ち
研
究
者
が
研
究
資
金
を
得
る

こ
と
で
調
査
が
で
き
る
よ
う
に
、
世
界
遺
産
も
資

金
を
得
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
も
っ
と
よ
く
管
理
さ

れ
る
で
し
ょ
う
し
、
政
府
も
助
力
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
し
か
し
、
多
く
の
場
合
、
現
地
の
人
々
は

た
だ
ユ
ネ
ス
コ
の
規
定
を
受
け
入
れ
、
そ
れ
に
従
う

だ
け
で
す
。
ル
ア
ン
パ
バ
ン
の
地
方
政
府
は
、
実
際

に
は
世
界
遺
産
を
う
ま
く
管
理
し
て
い
る
と
は
い
え

ま
せ
ん
。
残
念
な
が
ら
、
多
く
の
ラ
オ
ス
の
人
々
は

単
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
保
持
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
ま
ま
で
は
環
境
は
悪
化
し
ま
す
。
観

光
客
を
受
け
入
れ
る
よ
り
良
い
管
理
の
方
法
を
学
ぶ

必
要
が
あ
り
ま
す
。

ロ
ン
：
実
際
の
観
光
の
実
践
と
観
光
研
究
に
は

ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
。
世
界
遺
産
を
対
象
と
し
た

観
光
に
は
、
以
前
か
ら
良
い
側
面
と
悪
い
側
面
が
あ

り
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、
い
か
に
世



に
も
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た
。
夜
に
は
民
族
衣
装

を
着
せ
て
も
ら
い
、
ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
に
出
か
け

た
。
男
性
が
一
つ
の
部
屋
に
集
ま
り
、
コ
ー
ラ
ン
を

読
み
な
が
ら
お
祈
り
が
始
ま
っ
た
。
そ
の
後
は
沢

山
の
料
理
を
み
ん
な
で
食
べ
な
が
ら
談
笑
し
た
。

　
3
日
目
に
は
七
ツ
星
と
い
わ
れ
る
エ
ン
パ
イ
ヤ
ホ

テ
ル
を
見
学
。
4
日
目
は
ゼ
ミ
生
全
員
で
恒
例
の

テ
ン
ブ
ロ
ン
国
立
公
園
ツ
ア
ー
へ
。
カ
ヌ
ー
に
乗
り
、

目
的
地
ま
で
猛
ス
ピ
ー
ド
で
川
を
渡
る
。
そ
の
後
雨

林
に
入
り
、
急
斜
面
を
ロ
ー
プ
伝
い
で
山
頂
へ
。
無

事
に
登
り
終
え
た
後
は
、
野
生
の
ド
ク
タ
ー
フ
ィ
ッ

シ
ュ
が
い
る
と
い
う
滝
壺
へ
。
膝
上
ま
で
水
に
浸
か

り
、
全
身
ず
ぶ
濡
れ
に
な
り
な
が
ら
の
「
ジ
ャ
ン

グ
ル
ツ
ア
ー
」
は
、
日
本
で
は
体
験
す
る
こ
と
の
で

き
な
い
も
の
だ
っ
た
。
5
日
目
は
各
家
庭
の
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
、
現
地
の
大
学
生
と
ビ
ー
チ
で
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
。
予
定
に
は
な
い
企
画
で
あ
っ
た
が
、
最
高

に
楽
し
い
一
日
と
な
っ
た
。
そ
の
他
に
も
、
モ
ス
ク

見
学
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
場
所
を
訪
ね
た
。

　
ブ
ル
ネ
イ
の
代
表
的
料
理
で
サ
グ
ー
と
い
う

お
餅
の
よ
う
な
料
理
が
あ
る
。
日
本
の
割
り
箸
に

似
た
箸
（
割
ら
ず
に
使
う
の
だ
が
）
で
く
る
く
る

と
巻
き
つ
け
て
食
べ
る
。
味
は
ソ
ー
ス
を
つ
け
な

い
と
ほ
と
ん
ど
無
い
が
、
か
な
り
お
腹
に
た
ま
る
。

イ
ス
ラ
ム
圏
な
の
で
、
中
華
系
の
家
庭
以
外
は
お

酒
や
豚
肉
は
タ
ブ
ー
で
あ
り
、
食
品
を
買
う
際
に

は
必
ず
ハ
ラ
ル
マ
ー
ク
が
つ
い
て
い
る
も
の
を
選

ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ほ
と
ん
ど
の
料
理
は
さ
っ

ぱ
り
し
て
い
て
美
味
し
く
、
日
本
人
好
み
だ
と
思
う
。

　
今
回
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
私
が
感
じ
た
の
は
、
ブ

ル
ネ
イ
の
自
然
の
豊
か
さ
や
経
済
的
な
豊
か
さ
、
そ

し
て
治
安
の
良
さ
で
あ
っ
た
。
現
地
で
感
じ
た
「
誰

も
が
み
な
友
達
」
と
い
う
感
覚
も
こ
れ
ら
に
よ
る
の

か
も
し
れ
な
い
。（
江
原
由
莉
）

　
ブ
ル
ネ
イ
の
正
式
名
称
は
「
ブ
ル
ネ
イ
・
ダ
ル

サ
ラ
ー
ム
国
（
B
runei

 

D
arussalam
）」。
首
都

は
バ
ン
ダ
ル
ス
リ
ブ
ガ
ワ
ン
で
、
イ
ス
ラ
ム
教
を

国
教
と
す
る
。
今
回
は
格
安
航
空
エ
ア
ア
ジ
ア
を

利
用
し
、
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
を
経
由
し
た
。
長

時
間
に
及
ぶ
フ
ラ
イ
ト
で
着
い
た
先
の
ブ
ル
ネ
イ

は
と
に
か
く
暑
か
っ
た
。

　
例
年
通
り
、
一
家
庭
に
日
本
人
学
生
が
2
、
3

人
ず
つ
1
週
間
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
初
め
の
3
日
間
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

一
緒
に
過
ご
し
た
。

　
私
の
ス
テ
イ
先
で
は
、
初
日
に
ブ
ル
ネ
イ
対
ミ
ャ

ン
マ
ー
の
サ
ッ
カ
ー
国
際
試
合
の
観
戦
に
行
っ
た
。

黄
色
い
ユ
ニ
ホ
ー
ム
に
着
替
え
、
途
中
雷
雨
で
び

し
ょ
び
し
ょ
に
な
っ
た
が
、
知
ら
な
い
ブ
ル
ネ
イ
人

と
一
緒
に
な
っ
て
声
を
あ
げ
て
の
観
戦
は
新
鮮
だ
っ

た
。
2
日
目
に
は
市
場
や
川
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
、
海

Outbound ゼミ生のブルネイホームステイ
2012.3.6－13

ブルネイ、マレーシアとの
相互交流ホームステイ
舛谷研究室（観光学部交流文化学科）

舛谷研究室では、これまで海外の学生との相互交流ホームステイを企画実施してきた。
ゼミ生の海外ホームステイを「アウトバウンド」、
海外の学生の来日を「インバウンド」と呼んでいる。以下、ゼミの活動を報告する。

2012/3/6

3/7

3/8

3/9

3/10

3/11

3/12

3/13

成田発

ブルネイ到着。歓迎会と

ホストファミリーの出迎え

ホストファミリーと終日行動

ブルネイ、日本学生交流

会（UBD学生会、ホスト

ファミリー、BJFA、大使

館関係者ら出席）

テンブロン国立公園ツアー

ホストファミリーと終日行動

ホストファミリーと終日行動

帰国

Field note 13
「交流文化」フィールドノート
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舛
谷
研
究
室
で
は
、
私
た
ち
ゼ
ミ
生
が
海
外
で

ゲ
ス
ト
と
し
て
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
体
験
す
る
だ
け

で
な
く
、
海
外
か
ら
の
学
生
の
受
け
入
れ
も
行
っ

て
い
る
。
毎
年
6
月
下
旬
に
マ
レ
ー
シ
ア
の
マ
ラ

ヤ
大
学
か
ら
20
名
弱
の
学
生
が
来
日
。
原
則
一
人

一
家
庭
で
彼
ら
を
受
け
入
れ
、
ゼ
ミ
生
企
画
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
ツ
ア
ー
も
行
っ
て
い
る
。

　
歓
迎
会
か
ら
始
ま
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
、

原
宿
・
秋
葉
原
・
浅
草
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ツ
ア
ー
、

1
泊
2
日
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
、
彼
ら
と
約
1

週
間
共
に
過
ご
す
中
で
“
ホ
ス
ト
”
と
し
て
お
も

て
な
し
を
す
る
楽
し
さ
や
難
し
さ
を
経
験
し
た
。

　
マ
レ
ー
人
は
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
あ
る
た
め
宗
教

上
、
特
に
食
事
の
面
で
気
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
が
あ
る
。
ゲ
ス
ト
と
し
て
自
分
が
海
外

へ
赴
く
際
は
、“
郷
に
入
っ
て
は
郷
に
従
え
”
の
精

神
を
大
切
に
す
る
が
、
ホ
ス
ト
と
し
て
相
手
を
受

け
入
れ
る
場
合
、
相
手
の
好
み
や
宗
教
な
ど
を
尊

重
し
な
が
ら
日
本
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
大

切
だ
。
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
彼
ら
が
楽
し
ん

で
も
ら
え
る
場
所
・
モ
ノ
・
こ
と
は
何
か
を
考
え

な
が
ら
、
お
も
て
な
し
を
す
る
コ
ト
は
難
し
い
が
、

同
時
に
私
た
ち
自
身
も
日
本
の
良
い
と
こ
ろ
を
再

発
見
で
き
る
機
会
に
な
っ
て
い
る
。

　
1
泊
2
日
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ホ
ス
ト
が
マ
ラ
ヤ
大
生
と
一
緒
に
自
分
の
所
属

す
る
サ
ー
ク
ル
の
活
動
に
参
加
し
た
り
、
地
元
の

公
園
を
散
歩
す
る
。
観
光
名
所
を
案
内
す
る
だ
け

で
な
く
、
私
た
ち
日
本
の
学
生
の
ご
く
普
通
の
生

活
を
体
験
す
る
こ
と
が
彼
ら
に
と
っ
て
新
鮮
で
あ

り
、
意
外
に
も
私
た
ち
の
日
々
の
暮
ら
し
が
彼
ら

を
惹
き
つ
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。

　
今
回
は
毎
年
の
反
省
点
で
も
あ
る
事
前
の
準
備

不
足
を
解
消
す
る
た
め
に
、
F
acebookを
利
用

し
て
予
め
彼
ら
の
要
望
な
ど
を
聞
い
て
お
く
こ
と

で
、
短
い
時
間
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
工
夫
を
し
た
。

別
れ
際
に
「
楽
し
か
っ
た
、
ま
た
日
本
に
来
た
い
」

と
言
っ
て
く
れ
た
彼
ら
の
笑
顔
の
た
め
に
、
ゼ
ミ

生
同
士
で
協
力
し
あ
い
、
今
後
も
受
け
入
れ
の
準

備
を
進
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
新
し

い
出
会
い
や
発
見
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
。（
柄

沢
陽
子
）

Inbound マラヤ大学生のホームステイ受け入れ
2012.6.24－7.7

Field note 13

Schedule
2012/6/24

6/25

6/26

6/27

6/28

6/29

6/30

7/1

7/2

7/3

7/4

7/5

7/6

7/7

マラヤ大学生　羽田着

マレーシア大使館訪問。

立教大学池袋キャンパス

見学。ウェルカムパーティ

（マレーシアレストラン）

立教大学新座キャンパ

ス見学。合同ゼミ

立教大学新座キャンパ

ス。特別講義

ゼミ生企画インバウンドツ

アー（上野、浅草、皇居他）

ガイド

新座市ボランンティアツアー

ゼミ生宅ホームステイ。

チャペルコンサート

ゼミ生宅ホームステイ

横浜スタディツアー

地方見学

地方見学

地方見学

修了式

帰国

Schedule
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Field note 13舛谷研究室
サブゼミの活動から

　
ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
と
は
、
日
本
の
ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
タ
ー
の
発
掘
を

目
的
と
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
メ
ン
バ
ー
は
、「
ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
テ
ィ
ン

グ
ア
ワ
ー
ド
」
の
運
営
と
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
実
施
を
中
心
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

「
ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
ア
ワ
ー
ド
」
で
は
、
航
空
機
内
誌
や
鉄
道
車
内

誌
な
ど
を
取
り
寄
せ
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
を
講
読

し
ま
す
。
数
々
の
ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
中
か
ら
、サ
ブ
ゼ
ミ
生
が
「
私

た
ち
観
光
学
部
学
生
が
興
味
深
く
読
め
る
」「
読
ん
で
み
て
新
鮮
な
発
見
が

あ
る
」「
読
ん
だ
後
、
そ
こ
に
行
っ
て
み
た
い
と
思
え
る
」「
写
真
が
効
果
的

に
使
わ
れ
て
い
る
」
と
い
う
4
つ
の
選
考
基
準
で
候
補
作
品
を
選
出
し
ま
す
。

　
そ
の
後
、
全
ゼ
ミ
生
に
講
読
、
投
票
し
て
も
ら
い
、
当
年
度
の
「
ト
ラ
ベ

ル
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
ア
ワ
ー
ド
」
受
賞
作
品
を
決
定
し
ま
す
。
ア
ワ
ー
ド
に
輝

い
た
作
品
の
著
者
に
は
、毎
年
ト
ロ
フ
ィ
ー
と
賞
状
の
授
与
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
J
T
B
旅
の
図
書
館
へ
の
訪
問
も
恒
例
の
活
動
で
す
。
こ
の
図
書
館
は
日

本
各
地
や
世
界
各
国
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、
地
図
、
紀
行
文
な
ど
2
万
5
千
冊

以
上
を
所
蔵
す
る
旅
専
門
の
図
書
館
で
、
航
空
会
社
の
機
内
誌
や
各
地
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。
多
く
の
旅
に
ま
つ
わ
る
書
物
に
ふ
れ
、
ト
ラ
ベ

ル
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
の
知
識
を
深
め
る
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
他

に
も
、
A
N
A
機
体
工
場
見
学
や
日
本
橋
高
島
屋
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
自
主
的
に
企
画
し
、
講
読
だ
け
で
は
な
く
、
様
々
な
場
所
に
足
を
運
ぶ
こ

と
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。（
水
本
理
恵
）

　
I
C
T
と
は
「
Inform
ation 

and 

C
om
m
unication 

T
echnology」

の
頭
文
字
で
、
情
報
通
信
技
術
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
触
れ
る
機
会
を
増
や
し
、
文

化
と
し
て
の
I
C
T
知
識
や
技
術
を
学
ぶ
場
で
す
。
そ
れ
ら
の
技
術
を
使
っ

て
観
光
事
象
を
外
へ
広
報
し
て
い
く
活
動
を
し
た
り
、
実
際
に
サ
ー
バ
ー
な

ど
の
機
器
に
触
れ
て
I
C
T
技
術
の
知
識
を
実
習
し
た
り
す
る
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
秋
葉
原
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
時
に
個
人
用

の
端
末
を
購
入
し
、
そ
れ
を
中
心
に
I
C
T
技
術
に
触
れ
て
み
る
こ
と
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
Linux 

O
Sを
端
末
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
た
り
、

ゼ
ミ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利
用
し
て
自
己
紹
介
ペ
ー
ジ
を
作
っ
た
り
な
ど
の

課
題
を
通
し
、
メ
ン
バ
ー
の
知
識
を
増
や
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
I
T
パ

ス
ポ
ー
ト
と
い
う
情
報
処
理
の
国
家
資
格
取
得
を
必
須
と
し
て
お
り
、
学
内

の
e-learningを
利
用
し
、
I
C
T
の
基
礎
を
学
ん
だ
上
で
資
格
取
得
に
向

け
た
本
格
的
な
学
習
へ
入
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
メ
ン
バ
ー
が
観

光
学
部
生
な
が
ら
就
職
活
動
に
お
い
て
I
T
業
界
を
目
指
す
一
因
と
な
り
、

就
職
活
動
に
お
け
る
視
野
を
広
げ
る
事
に
も
貢
献
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

今
後
は
ス
マ
フ
ォ
用
A
ndroidア
プ
リ
開
発
の
た
め
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学

習
を
活
動
に
取
り
入
れ
、
さ
ら
に
サ
ー
バ
ー
の
管
理
・
運
用
に
つ
い
て
一
か

ら
学
び
、
ゼ
ミ
の
サ
ー
バ
ー
を
よ
り
豊
か
に
で
き
る
よ
う
に
学
習
し
て
い
く

予
定
で
す
。（
関
口
諒
佐
）

声
を
か
け
る
き
っ
か
け
を
模
索
し
て

舛
谷
鋭
（
交
流
文
化
学
科
）

　
高
等
教
育
機
関
に
お
け
る
学
び
と
は
何
だ
ろ
う
?

　
あ
あ
で
も
な
い
、

こ
う
で
も
な
い
と
思
い
を
巡
ら
し
、
結
局
決
め
か
ね
る
経
験
を
す
る
こ
と

で
は
な
い
か
。

　
頃
合
い
を
見
計
ら
っ
て
ゼ
ミ
生
に
声
を
か
け
る
。
話
を
し
て
み
る
。
一
番

効
果
的
な
の
は
考
え
込
ん
で
い
る
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
。
で
は
ど
う
し
た
ら
思
い

悩
ん
で
も
ら
え
る
か
?

　
手
に
余
る
経
験
を
し
て
い
る
と
き
で
は
な
い
か
。

そ
う
し
た
思
い
か
ら
、
舛
谷
ゼ
ミ
で
は
様
々
な
場
を
用
意
し
て
い
る
。
ゼ
ミ

開
始
の
2
年
次
か
ら
卒
論
に
つ
な
が
る
テ
ー
マ
を
持
ち
寄
り
、
プ
レ
ゼ
ン

合
宿
で
丸
一
日
議
論
す
る
。
海
外
ゼ
ミ
合
宿
を
企
画
運
営
し
て
も
ら
い
、
異

文
化
体
験
を
し
、
事
前
事
後
学
習
を
行
う
。
学
年
問
わ
ず
、
先
輩
後
輩
が

ゼ
ミ
時
間
外
の
ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
毎
に
集
ま
っ
て
サ

ブ
ゼ
ミ
活
動
を
す
る
。
今
回
ゼ
ミ
生
に
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
「
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
」、「
ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
」、「
I
C
T
」
の
他
、
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル

を
含
む
ま
ち
歩
き
を
行
う
「
観
光
ま
ち
づ
く
り
」、
ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
な
ど

コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
検
証
す
る
「
メ
デ
ィ
ア
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
」、
ダ
ー

ク
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
主
な
対
象
と
す
る
「
日
本
と
ア
ジ
ア
」、
ホ
テ
ル
サ
ー
ビ

ス
や
世
界
遺
産
な
ど
価
値
基
準
を
扱
う
「
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」

な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
継
続
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
。
既
存
の
枠
に
捕

わ
れ
ず
、
三
人
集
ま
れ
ば
自
主
企
画
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
も
妨
げ
な
い
。

そ
う
し
た
中
か
ら
山
手
線
徒
歩
一
周
や
富
士
登
山
、
屋
久
島
エ
コ
ツ
ア
ー
な

ど
の
定
例
企
画
も
生
ま
れ
た
。
J
A
T
A
旅
博
2
0
1
2
の
「
海
外
卒
業

旅
行
企
画
コ
ン
テ
ス
ト
」
優
秀
賞
も
ゼ
ミ
有
志
の
試
み
だ
っ
た
。

　
観
光
を
素
材
に
、
ま
ず
自
分
が
体
験
し
、
楽
し
ん
で
み
る
。
そ
し
て
考

え
た
り
、
ま
と
め
た
り
す
る
。
こ
う
し
た
体
験
の
塊
が
舛
谷
ゼ
ミ
で
あ
る
。

担
当
者
の
専
門
で
あ
る
東
南
ア
ジ
ア
と
い
う
地
域
や
、
言
語
文
化
や
華
僑

華
人
と
い
う
対
象
に
限
ら
ず
、
学
生
の
興
味
関
心
に
つ
き
あ
っ
て
右
往
左

往
す
る
の
は
楽
で
は
な
い
が
、
私
は
学
生
を
じ
っ
と
見
つ
め
、
声
を
か
け

る
き
っ
か
け
を
探
し
て
い
る
。

旅の図書館訪問（トラベルライティング）

ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

その1
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その2

秋葉原フィールドワークにて（ICT）
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今
回
の
読
書
案
内
は
、

「
世
界
遺
産
」の
最
新
の
実
情
を
紹
介
す
る

入
門
的
な
2
冊

世
界
遺
産
学
へ
の
招
待

安
江
則
子 

編
著
（
二
〇
一
一
）

法
律
文
化
社
（
二
三
一
〇
円
　
税
込
）

イ
タ
リ
ア
の
街
角
か
ら

│
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
を
歩
く

陣
内
秀
信 

著
（
二
〇
一
〇
）

弦
書
房
（
二
二
〇
五
円
　
税
込
）

イ
タ
リ
ア
の
都
市
に
は
、ゆ
っ

た
り
と
し
た
時
間
が
流
れ

て
い
る
。『
イ
タ
リ
ア
の
街

角
か
ら

－

ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
を
歩
く
』

に
は
、
イ
タ
リ
ア
の
世
界
遺
産
の
中
で

の
ん
び
り
と
豊
か
に
暮
ら
す
イ
タ
リ
ア

人
た
ち
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。

　
著
者
は
、
N
H
K
の
人
気
番
組
『
ブ

ラ
タ
モ
リ
』
で
東
京
の
水
辺
空
間
の
案

内
役
と
し
て
登
場
す
る
陣
内
秀
信
氏
で

ら
ど
う
だ
ろ
う
。
誰
が
世
界
遺
産
を
保

護
し
て
い
る
の
か
。
保
護
に
際
し
て
問

題
は
な
い
の
か
。
問
題
が
あ
る
と
し
た

ら
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
本

書
は
、
こ
の
よ
う
な
世
界
遺
産
の
保
護

世
界
遺
産
と
は
何
か
。
多
く

の
読
者
は
具
体
的
な
世
界

遺
産
の
名
前
を
挙
げ
る
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
世
界

遺
産
の
保
護
と
は
何
か
、
と
問
わ
れ
た

あ
る
。

　
本
書
に
は
、
ロ
ー
マ
、
ヴ
ェ
ネ
チ
ア

な
ど
、
ど
ん
な
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
も
掲

載
さ
れ
る
有
名
な
観
光
地
か
ら
、
辿
り

着
く
た
め
の
交
通
手
段
が
乏
し
い
小
さ

な
集
落
ま
で
、
イ
タ
リ
ア
全
土
の
53
都

市
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
著
者
の
表
現

力
豊
か
な
文
章
と
色
鮮
や
か
な
カ
ラ
ー

写
真
は
、
歴
史
的
な
町
並
み
と
そ
の
中

で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
人
々
の
生
活
を
想

起
さ
せ
、
い
ず
れ
の
都
市
も
他
に
は
な

い
個
性
的
な
魅
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と

を
教
え
て
く
れ
る
。

　
陣
内
氏
は
建
築
史
、
都
市
史
の
専
門

家
で
あ
る
。
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
を
は
じ
め
、

イ
タ
リ
ア
全
土
の
都
市
を
歩
き
、
都
市

の
中
の
建
築
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
、
広
場
、

路
地
や
都
市
を
取
り
巻
く
田
園
風
景
の

中
に
歴
史
的
な
痕
跡
を
発
見
し
、
都
市

の
壮
大
な
物
語
を
読
み
解
い
て
き
た
。

本
書
を
手
に
取
れ
ば
、
都
市
の
見
え
方

が
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
り
、
都
市
を
訪
れ
る

楽
し
み
が
倍
増
す
る
に
違
い
な
い
。
陣

内
氏
の
著
作
を
持
っ
て
イ
タ
リ
ア
を
旅

す
る
人
は
少
な
く
な
い
。

　
と
は
い
え
、
本
書
は
イ
タ
リ
ア
都
市

の
楽
し
み
方
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
都

市
空
間
の
将
来
を
考
え
る
う
え
で
示
唆

に
富
む
内
容
を
提
供
し
て
く
れ
る
。
歴

史
的
な
都
市
空
間
を
守
る
こ
と
は
簡
単

な
こ
と
で
は
な
い
が
、
イ
タ
リ
ア
人
た

ち
は
肩
肘
張
ら
ず
に
、
自
然
体
で
そ
れ

を
や
っ
て
の
け
る
。
故
郷
の
歴
史
と
自

然
を
大
切
に
し
、
そ
の
中
で
育
ま
れ
る

文
化
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
イ
タ
リ
ア
人

た
ち
は
、
古
い
も
の
を
現
代
的
な
感
覚

に
合
わ
せ
て
巧
み
に
使
い
こ
な
し
、
焦

ら
ず
ゆ
っ
く
り
と
自
分
た
ち
が
生
活
す

る
環
境
に
手
を
加
え
て
き
た
。
そ
の
結

果
と
し
て
イ
タ
リ
ア
の
歴
史
的
な
町
並

み
は
守
ら
れ
、
そ
の
中
で
人
々
は
生
き

生
き
と
暮
ら
し
続
け
て
い
る
。
私
た
ち

が
身
近
な
文
化
遺
産
を
守
り
た
い
と
考

え
る
と
き
、
本
書
が
紹
介
す
る
イ
タ
リ

ア
の
都
市
と
そ
こ
で
暮
ら
す
人
々
の
姿

が
一
つ
の
手
本
に
な
り
そ
う
だ
。

	

（
清
野
隆
）

を
め
ぐ
る
実
情
を
教
え
て
く
れ
る
。

特
集
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
世
界
遺
産

の
保
護
を
め
ぐ
っ
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
が
発
生
し
て
い
る
。
世
界
遺
産
条
約

は
、
都
市
化
、
地
域
開
発
、
紛
争
、
自

然
災
害
な
ど
か
ら
遺
産
を
保
護
す
る
た

め
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
世
界

遺
産
と
は
積
極
的
な
保
護
が
必
要
な
遺

産
の
リ
ス
ト
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。

し
た
が
っ
て
、
そ
の
保
護
は
一
筋
縄
で

は
い
か
な
い
場
合
が
多
く
、
ほ
と
ん
ど

す
べ
て
の
世
界
遺
産
が
そ
の
保
護
に
お

い
て
大
小
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
の
が

実
情
で
あ
る
。
ま
た
、
世
界
遺
産
の
登

録
は
、
結
果
と
し
て
そ
の
周
辺
地
域
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
そ
の
最
た
る

も
の
が
観
光
で
あ
り
、
観
光
客
の
受
入

れ
が
世
界
遺
産
を
危
機
的
な
状
況
に

追
い
や
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
少
な
く
な

い
。
本
書
で
は
、
世
界
遺
産
の
保
護
に

携
わ
る
専
門
家
た
ち
が
具
体
的
な
事
例

を
示
し
な
が
ら
、
都
市
開
発
、
自
然
災

害
、
観
光
地
化
な
ど
世
界
遺
産
保
護
に

関
す
る
課
題
と
そ
の
解
決
に
向
け
た
取

組
み
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
本
書
は
今
年
（
2
0
1
2
年
）

で
40
年
を
迎
え
た
世
界
遺
産
と
い
う
制

度
の
歴
史
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
も

詳
し
く
論
じ
て
い
る
。
世
界
遺
産
の
定

義
や
範
囲
は
徐
々
に
拡
大
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
タ
イ
プ
の
遺
産
の
価
値
が
認
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
制
度

が
発
足
し
た
当
初
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸

国
の
石
の
文
化
遺
産
の
登
録
が
多
か
っ

た
が
、
次
第
に
ア
ジ
ア
諸
国
の
木
の
文

化
遺
産
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
に
み
ら
れ
る

土
の
文
化
遺
産
の
価
値
が
認
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
そ
の
登
録
件
数
は
増
加

し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、「
文
化
的
景
観
」

と
い
う
類
型
の
誕
生
や
無
形
文
化
遺
産

条
約
の
締
結
な
ど
に
よ
り
、
世
界
遺
産

の
内
容
は
多
様
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て

い
る
。

　
特
集
を
読
ん
で
、
世
界
遺
産
に
つ
い

て
研
究
し
て
み
た
い
、
世
界
遺
産
に
関

わ
る
仕
事
に
就
い
て
み
た
い
、
な
ど
と

思
わ
れ
た
読
者
に
ま
ず
読
ん
で
も
ら
い

た
い
一
冊
で
あ
る
。	

（
清
野
隆
）



最近の講演会から 4647

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ア
ジ
ア
の
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
文
学

―
日
本
と
マ
レ
ー
シ
ア
の
交
流
文
学
事
例
か
ら

L
e

c
tu

re

最
近
の
講
演
会
か
ら

二
〇
一
二
年
一
〇
月
二
七
日
、観
光
学
部
交
流
文
化
学
科
、大
阪
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
、日
本
華
僑
華
人
学
会
と
の
共
催
の
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
ア
ジ
ア
の
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
文
学
―

日
本
と
マ
レ
ー
シ
ア
の
交
流
文
学
事
例
か
ら
」が
開
催
さ
れ
た
。

二
〇
一
二
年
一
〇
月
二
七
日（
土
）

立
教
大
学
池
袋
キ
ャ
ン
パ
ス

太
刀
川
記
念
館
三
階
多
目
的
ホ
ー
ル

講
師

田
原
氏

（
東
北
大
学
講
師
、作
家
・
詩
人
）　

藤
田
梨
那［
林
叢
］氏

（
国
士
舘
大
学
文
学
部
文
学
科
教
授
、作
家
）

張
石
氏

（
中
文
導
報
副
編
集
長
、作
家
）　

林
祁
氏

（
国
立
華
僑
大
学
華
文
学
院
教
授
、作
家
）

金
恵
俊
氏

（
釜
山
大
学
中
国
研
究
学
部
教
授
）　

廖
赤
陽
氏

（
武
蔵
野
美
術
大
学
造
形
学
部
教
授
）

宮
原
暁
氏

（
大
阪
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
、准
教
授
）

及
川
茜
氏

（
神
田
外
語
大
学
ア
ジ
ア
言
語
学
科
専
任
講
師
）

舛
谷
鋭

（
本
学
観
光
学
部
教
授
）　

2
0
1
2
年
10
月
27
日
、
観
光
学
部
交
流
文
化
学
科

と
大
阪
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、

日
本
華
僑
華
人
研
究
学
会
、
共
同
主
催
の
公
開
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
ア
ジ
ア
の
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
文
学

―
日
本
と
マ

レ
ー
シ
ア
の
交
流
文
学
事
例
か
ら
」
が
開
催
さ
れ
た
。

台
湾
海
峡
を
挟
む
い
わ
ゆ
る
両
岸
四
地
以
外
の
中
国

語
文
学
は
非
国
語
文
学
で
あ
り
、
ま
た
作
家
が
居
住
地

の
国
語
文
学
に
参
加
し
た
場
合
も
、
多
民
族
社
会
の
中

の
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
に
よ
る
文
学
営
為
と
し
て
、
ポ
ス
ト

コ
ロ
ニ
ア
ル
文
学
と
捉
え
ら
れ
る
が
、
中
南
米
、
南
米

の
例
を
除
き
研
究
途
上
に
あ
る
。

特
に
日
本
の
華
人
文
学
（
日
華
文
学
）
研
究
は
国
内
研

究
者
に
と
っ
て
喫
緊
の
課
題
だ
が
、
学
術
研
究
は
個
別

の
ケ
ー
ス
を
除
き
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
日
本
、
韓
国
の
事
例
を
、
ア
ジ

ア
の
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
文
学
研
究
と
し
て
ほ
ぼ
確
立
し
た

マ
レ
ー
シ
ア
の
事
例
（
馬
華
文
学
）
と
比
較
し
な
が
ら
、

文
学
性
そ
の
も
の
だ
け
で
な
く
、
移
民
社
会
と
地
域
社

会
の
変
容
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
葛
藤
、
バ
イ
リ
ン

ガ
ル
と
文
化
移
動
、
ネ
ィ
テ
ィ
ブ
と
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
な

ど
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
午
前
の
研
究
者
セ
ッ
シ
ョ
ン

と
午
後
の
実
作
者
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
分
か
れ
、
活
発
な
議

論
が
な
さ
れ
た
。
報
告
者
、題
目
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
セ
ッ
シ
ョ
ン
〈
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
中
の
華
人
文
学
〉

及
川
茜
（
神
田
外
語
大
学
）「
言
語
意
識
か
ら
見
る
寓
言
：
李
永
平

と
張
貴
興
を
例
に
」

舛
谷
鋭
（
立
教
大
学
）「〝
留
学
〞
を
超
え
て

―
マ
レ
ー
シ
ア
女

性
華
人
作
家
の
天
路
歴
程
」

廖
赤
陽
（
武
蔵
野
美
術
大
学
）「
日
華
文
学
と
在
日
文
学
に
お
け
る

歴
史
化
と
〝
私
〞
：
黒
孩
・
柳
美
里
・
藤
代
泉
を
め
ぐ
っ
て
」

金
恵
俊
（
釜
山
大
学
）「
韓
国
華
人
文
学
初
探
」

宮
原
暁
（
大
阪
大
学
）「
コ
メ
ン
ト
」

第
二
セ
ッ
シ
ョ
ン
〈「
日
華
文
学
」
の
創
作
と
可
能
性
〉

田
原
（
東
北
大
学
）「
二
つ
の
言
語
の
は
ざ
ま
で

―
二
言
語
創

作
と
詩
歌
の
翻
訳
」

藤
田
梨
那
（
林
叢
）（
国
士
舘
大
学
）「
在
日
中
国
人
の
文
学
創
作
の

ビ
ジ
ョ
ン
と
問
題
」

張
石
（
中
文
導
報
）「
東
京
の
傷
跡

―
経
済
格
差
と
文
化
の
衝

突
に
導
か
れ
る
愛
情
悲
劇
」

林
祁（
華
僑
大
学
）「〝
〜
の
間
の
詩
人
〞の
放
逐
と
放
題
：
田
原
論
」

廖
赤
陽
「
コ
メ
ン
ト
」

開催日

2012
4／6

講演者

王欣
株式会社電通ビジネス・クリエーション局プランナー

（2007年3月　立教大学観光学研究科博士課程前期
課程修了）

演題
最近の観光学部講演会・シンポジウム

6／5

7／2

9／28

9／29

岩田修二 
東京都立大学名誉教授
前立教大学観光学部観光学科教授

Nguyen Thien Nam
Vietnam National University
准教授

劉亨淑
韓国東義大学校　ホテル・コンベンション経営学科
副教授

平野利晃
株式会社i.JTB常務取締役販売本部長

「私の観光研究:すべては山から始まった」

「Vietnamese and Japanese culture, 
  the case of chopsticks （o hashi）」

「韓国の文化祝祭について」
「日韓における海女観光の比較研究」

「JTBの手掛けるインターネット宿泊販売事業」

10／12

10／27

中西紀史
NTTビジネス推進本部

抜井ゆかり
株式会社トラベルキッチン代表取締役

村上和夫
観光学部教授

舛谷鋭
観光学部教授

田原
東北大学講師・作家

藤田梨那（林叢）
国士舘大学文学部教授・作家

張石
中文導報副編集長・作家

林祁
国立華僑大学華文学院教授・作家

金恵俊
釜山大学教授

「観光情報の提供と創造、誌面からARまで…!」

「アジアのディアスポラ文学
 －日本とマレーシアの交流文学事例から」

「社会人から見る大学での勉強」

廖赤陽
武蔵野美術大学教授

宮原暁
大阪大学准教授

及川茜
神田外語大学専任講師

舛谷鋭 
観光学部教授



筆者紹介（50音順）

羽生冬佳 （はにゅう・ふゆか）　

観光学部准教授

1990年東京工業大学工学部社会工学科卒業、1992年同大

学院理工学研究科社会工学専攻修士課程修了。博士（工学）。

（財）日本交通公社、東京工業大学大学院情報理工学研究科

助手、筑波大学大学院人間総合科学研究科准教授などを経て、

2012年４月より現職。専門は観光計画・地域計画。主な著書・

論文に『観光の新しい潮流と地域』、「来訪者の観光地評価の

構造に関する研究」（ランドスケープ研究no.69-4）、「地域紙

「高山市民時報」の記事にみる観光まちづくりに対する住民の

意見の変遷」（都市計画論文集no.41-3）（以上共著）など。

清野隆 （せいの・たかし）　

観光学部助教

1978年山梨県生まれ。2002年東京工業大学工学部社会工

学科卒業、2008年同大学院社会理工学研究科博士課程修了。

博士（工学）。立教大学観光学部プログラム・コーディネータ

ーを経て、2012年4月より現職。専門分野は歴史を生かしたま

ちづくり、コミュニティ・デザイン。研究対象は、イタリア共和国

ウルビーノ、埼玉県川越、神奈川県横浜市の歴史的建造物の

保全活用と町並みの保全。近年は、旧山古志村と石巻市小渕

浜の震災復興に関する調査を行っている。
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立教大学観光学部は観光学科と交流文化学科の2学科体制で
す。フィールドを世界に拡げ、リアリティに満ちた学びの場を
提供するオンリーワンの観光教育を目指します。

立教大学観光学部
観光学科／交流文化学科

立教大学観光学部
〒352-8558　
埼玉県新座市北野1-2-26　
TEL 048-471-7375

学部の紹介や入学案内については

http://www.rikkyo.ac.jp/tourism

2013年度　
立教大学観光研究所　
公開講座
立教大学観光研究所では、以下の2つの

観光産業の入門的公開講座を実施しています。

学生はもちろん、社会人の方々にも広く受講頂けます。

旅行業講座　
「国内旅行業務取扱管理者試験」
「総合旅行業務取扱管理者試験」
のための準備講座

（2013年4月開講７月講義終了）

「旅行業講座」は、毎年10月に全国で行われる国家試験「総合旅

行業務取扱管理者試験」とそれに先立ち9月に行われる「国内旅

行業務取扱管理者試験」のための準備講座です。旅行業界とそ

の業務に関心を持つ人たちが受講しています。旅行業に必要な

専門的、かつ実際的な知識を一流の講師陣が、実務経験のない

人にもわかりやすく講義します。講義内容は、旅行業法から海

外・国内観光資源、旅行実務などの幅広い分野を扱います。

ホスピタリティ・マネジメント講座
宿泊・外食産業の理論と経営、最新動向を学ぶ　

（2013年９月開講12月講義終了）

ホテル・旅館業・外食産業を中心とするサービス産業を、今日

「ホスピタリティ産業」と呼んでいます。「ホスピタリティ・マネジ

メント講座」では、ホスピタリティ産業の基本理念から、マネジ

メントの基礎理論、マーケティング、人事、営業企画、法律、最新

の業界動向といった幅広い分野まで、業界の第一線の実務家を

講師に招いて講義を行います。

講座に関する問い合わせは

立教大学観光研究所事務局
〒171-8501
東京都豊島区西池袋3-34-1　12号館2F
TEL 03-3985-2577　FAX 03-3985-0279
Email：kanken@rikkyo.ac.jp
http://www.rikkyo.ac.jp/research/laboratory/IT/


